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お問合わせ・お申込み　彦根商工会議所
tel.22-4551  http://www.hikone-cci.or.jp

NAVI検定試験
日商簿記

申込方法
［窓 口］9月11日（月）～10月20日（金）の期間

中に当所まで（受付：土日・祝日を除く
平日８：30～17：15）

［WEB］上記同期間中、当所ウェブより申込可。
詳細はウェブをご覧ください。（申込受
付期間のみフォームがウェブ上に掲載
されます。）

企業が求める資格
第１位 !!

日　時　11月19日（日）
           午前９時～　　（１・３級）
           午後１時30分～（２級）
場　所　彦根商工会議所
受験料　１級 7,710円・２級4,630円
　　　　３級 2,800円

申込方法　　　
受付中～９月21日（木）の期間中に当所まで
（受付：土日・祝日を除く平日８：30～17：15）

記憶力や集中力がアップ！
学力向上の効果も

日　時　１０月22日（日）
           午前 ９ 時～（珠算・段位珠算の部）
           午前10時～（暗算・段位暗算の部）
場　所　彦根商工会議所
受験料 １級2,300円・２級1,700円
 ３級1,500円・４～６級1,000円
 ７～ 10級900円
 〔暗算〕１～ 10級900円
 〔段位〕 珠算・暗算両方2,900円
 　　　　※珠算のみ2,500円
                  　　　　  暗算のみ1,200円

珠算能力・暗算・段位認定

医療・福祉・建築関係で役立つ
住環境のアドバイザー

日　時　11月26日（日）
　　　　午前10時～（３級）
　　　　午後１時30分～（２級）
場　所　彦根商工会議所
受験料  ２級6,480円・３級4,320円

福祉住環境コーディネーター２・３級

今こそ。
地力をつけて、
ビジネスに
活力を。

〔WEB登録〕 http://www.kentei.org/
〔電話登録〕東京商工会議所検定センター
　　　　  tel.03-3989-0777
　　　　　　　    （土日・祝日を除く平日10：00～18：00）

※当所の窓口では受付できません。

申込登録期間 9月12日（火）～10月13日（金）

　　

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

サ
イ
ク
ル（
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
や
シ
ェ
ア

バ
イ
ク
と
も
呼
ば
れ
る
）と
の
明
確
な
定

義
は
な
い
。こ
こ
で
は
以
下
の
よ
う
に
区

別
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　

ど
ち
ら
も
バ
イ
ク（
サ
イ
ク
ル
・
自
転

車
）を
借
り
て
利
用
す
る
こ
と
に
変
わ
り

は
な
い
。レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
は
、設
置
さ

れ
た
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
ポ
ー
ト
）と
呼
ば

れ
る
施
設
で
自
転
車
を
借
り
、同
じ
場
所

に
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
は
、設
置
さ
れ
た
複
数

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
貸
出
と
返
却
を
自

由
に
で
き
る
。好
き
な
と
き
に
借
り
、目

的
地
に
あ
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
返
却
す

れ
ば
よ
い
。

　
設
置
の
目
的
か
ら
考
え
る
と
、レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
は
鉄
道
駅
や
拠
点
施
設
に
隣

接
し
て
設
置
さ
れ
た
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

中
心
に
、エ
リ
ア
内
で
の
往
復
や
観
光
利

用
が
目
的
と
な
る
。多
く
の
場
合
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
窓
口
で
、申
込
の
手
続
き
や
現

金
に
よ
る
支
払
い
を
済
ま
せ
た
後
、自
転

車
の
利
用
が
可
能
と
な
る
。ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
営
業
時
間
が
利
用
可
能
時
間
で
あ

り
、利
用
時
間
の
延
長
や
変
更
な
ど
が
生

じ
た
場
合
、連
絡
や
返
却
時
に
追
加
支
払

い
手
続
き
が
必
要
と
な
る（
有
人
対
応
）。

　

こ
れ
に
対
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ

ク
ル
は
、観
光
利
用
で
は
な
く
、コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
や
公
共
交
通
と
の

連
携（
渋
滞
緩
和
な
ど
交
通
施
策
・
大
気

汚
染
削
減
な
ど
環
境
政
策
）を
目
的
と
し

て
い
る
。ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
自
転
車
と
空

き
ス
ペ
ー
ス
が
あ
れ
ば
24
時
間
利
用
可

能
。ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン（A

PP

）で
決
済

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
は
１
９
６

０
年
代
に
オ
ラ
ン
ダ
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

で
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。放
置
自
転

車
を
白
く
塗
り「
ホ
ワ
イ
ト
バ
イ
ク
」と

名
付
け
て
、ま
ち
な
か
に
配
置
し
、誰
で

も
無
料
で
使
え
る
よ
う
に
し
た
の
だ
。た

だ
、こ
の
試
み
は
ホ
ワ
イ
ト
バ
イ
ク
と
い

う
粗
大
ゴ
ミ
を
街
に
ま
き
散
ら
か
す
結

果
と
な
っ
た
。借
り
る
側
の
認
証
と
車
体

の
移
動
管
理
、そ
し
て
課
金
を
し
な
け
れ

ば
、こ
の
シ
ス
テ
ム
は
成
り
立
た
な
か
っ

た
の
だ
。

　
２
０
０
５
年
の
リ
ヨ
ン
、２
０
０
７
年

パ
リ
の「vélo'v （
ヴ
ェ
ロ
ヴ
）」成
功
に

よ
っ
て
、世
界
に
広
が
る
こ
と
に
な
る
。

「vélo'v

」は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
事
前

登
録
や
Ｉ
Ｃ
タ
グ
に
よ
る
車
体
管
理
の

仕
組
み
を
シ
ェ
ア
バ
イ
ク
の
シ
ス
テ
ム

と
し
て
確
立
し
た
。

　
以
後
、公
共
交
通
と
し
て
の
普
及
が
爆

発
的
に
進
み
、現
在
、世
界
の
６
０
０
以

上
の
都
市
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。上
海
や

杭
州
は
大
規
模
な
シ
ス
テ
ム
を
有
し
、パ

リ
や
ロ
ン
ド
ン
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
シ
ス

テ
ム
は
実
用
的
で
効
果
の
高
い
移
動
手

段
と
し
て
、通
勤
・
通
学
な
ど
日
常
の
交

通
手
段
と
し
て
稼
働
し
て
い
る（
観
光
利

用
も
可
）。

　
お
お
よ
そ
、パ
リ
は
１
７
０
０
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
・
自
転
車
２
万
３
０
０
０
台
、ロ

ン
ド
ン
は
７
０
０
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
自
転

車
１
万
台
以
上
と
い
う
規
模
で
普
及
し

て
い
る
。

　
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の「N

ew
 York C

iti 
bike

」の
場
合
、本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し

た
２
０
１
３
年
５
月
の
時
点
で
、マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
を
中
心
に
３
３
２
の
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
約
６
０
０
０
台
の
自
転
車
が

設
置
さ
れ
、２
０
１
６
年
に
は
６
０
０
以

上
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
約
８
０
０
０
台
の

自
転
車
が
設
置
さ
れ
る
に
至
っ
た
。ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
数
は
３
年
で
２
倍
ち
か

く
増
え
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き

た
い
。圧
倒
的
な
数
と
イ
ン
フ
ラ
が
存
在

し
て
こ
そ
、ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
初
め
て

都
市
交
通
と
し
て
利
便
性
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
。コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

サ
イ
ク
ル
の
運
用
に
お
い
て
、ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
密
度
が
高
い
ほ
ど
、利
用
回
数（
回
転

数
）が
高
い
傾
向
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
国
内
の
提
供
サ
ー
ビ
ス
は
、海
外

と
比
較
す
る
と
、低
密
度
・
小
規
模
な
サ
ー

ビ
ス
が
多
く
見
ら
れ
る（
参
考:「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
サ
イ
ク
ル
の
取
組
等
に
つ
い
て
」国
土

交
通
省
都
市
局
街
路
交
通
施
設
課)

。

　　　
こ
れ
ま
で
日
本
に
お
い
て
、自
転
車
は
私

的
な
移
動
手
段
で
あ
り
、バ
ス
や
鉄
道
な
ど

と
同
じ
公
共
交
通
の
手
段
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。し
か
し
、こ
の

公
共
性
を
劇
的
に
変
え
る
サ
ー
ビ
ス
が
出

現
し
た
。そ
れ
が
、「M

obike

（
モ
バ
イ
ル

+

バ
イ
ク
）」で
あ
る
。乗
り
た
い
と
き
に
乗

る
・
目
的
地
に
合
わ
せ
て
返
却
・Ｇ
Ｐ
Ｓ
と

融
合
し
た
Ｉｏ
Ｔ
が
搭
載
さ
れ
た
最
新
の
バ

イ
ク
シェア
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。サ
イ
ク
リ

ン
グ
を
更
に
便
利
で
、親
し
み
や
す
く
、ス

マ
ー
ト
に
す
る
こ
と
で
、世
界
中
の
都
市
と

人
々
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

M
obike

は
、提
供
さ
れ
て
い
る
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン（A

PP

）と
連
動
し
た
自
転
車

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
だ
。APP

を
イ
ン

ス
ト
ー
ル
す
る
こ
と
で
利
用
が
可
能
に
な
る
。

利
用
料
金
はA

PP

を
通
し
て
決
済
さ
れ
る
。

１【
探
す
】近
く
に
あ
る
自
転
車
をA

PP

　

で
探
す

２【
解
錠
】自
転
車
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス

　

キ
ャ
ン
し
て
解
錠
す
る

３【
乗
る
】目
的
地
ま
で
乗
る

４【
施
錠
】目
的
地
の
駐
輪
場
に
自
転
車
を

　

を
停
め
る

５【
シ
ェ
ア
】空
き
自
転
車
と
し
てA

PP

　

に
表
示
さ
れ
、車
体
は
次
の
ユ
ー
ザ
ー

　

が
使
用
可
能
と
な
る
。

　

M
obike

は
今
、最
も
稼
働
し
て
い
る

Ｉｏ
Ｔ
デ
バ
イ
ス
で
、登
録
利
用
者
数
１
億

人
、運
用
自
転
車
の
台
数
は
５
０
０
万
台

を
超
え
、現
在
も
急
速
に
成
長
し
続
け
て

い
る
。

　
ス
マ
ー
ト
バ
イ
ク
シ
ェ
ア
カ
ン
パ
ニ
ー
で

あ
る
株
式
会
社
モ
バ
イ
ク
の
創
立
者
は
Ｕ

ｂｅｒ
上
海
の
元
Ｇ
Ｍ
で
あ
る
。２
０
１
６

年
４
月
に
上
海
で
正
式
にM

obike

の

サ
ー
ビ
ス
を
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
短
期
間

で
世
界
１
６
０
都
市
以
上
へ
拡
大
し
、世

界
中
で
１
日
に
２
５
０
０
万
回
以
上
利
用

さ
れ
た
。ロ
ー
ン
チ
後
、約
12
ヶ
月
と
い
う

短
期
間
で
ユ
ー
ザ
ー
は
25
億
キ
ロ
の
ラ
イ

ド
を
し
た
こ
と
に
な
り
、こ
れ
は
61
万
ト
ン

以
上
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
を
削
減
し
た
こ
と

と
同
等
だ
とW

W
W
 C
hina

は
評
価

し
て
い
る
。

　
こ
のM

obike

が
、２
０
１
７
年
７
月
24

日
、イ
タ
リ
ア
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
大
陸
初
の
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、同
日
、

ミ
ラ
ノ
で
も
ロ
ー
ン
チ
す
る
計
画
を
発
表

し
た
。更
に
、日
本
に
お
い
て
も
８
月
22
日
、

札
幌
市
の
中
心
部
に
あ
る「
札
幌
市
北
３

条
広
場(

ア
カ
プ
ラ)

」で
、日
本
で
初
と
な

る
ロ
ー
ン
チ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、サ
ー
ビ

ス
を
開
始
し
た（
デ
ポ
ジ
ッ
ト
：
３
０
０
０

円
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
価
格 

開
始
時
期
未
定
：

50
円
／
30
分※

す
べて
税
込)

　
株
式
会
社
モ
バ
イ
ク
は
、２
０
１
７
年
６

月
に
日
本
支
社
と
な
る
モ
バ
イ
ク
・
ジ
ャ
パ

ン
株
式
会
社
を
設
立
。
各
地
の
行
政
、民

間
事
業
者
と
協
議
を
行
い
な
が
ら
準
備
を

進
め
、中
国
展
開
し
て
い
る「
ど
こ
で
も
返

却
可
能
な
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
レ
ス
」で
は
な
く
、

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
民
間
企

業（
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
事
業
を
行
う「
株
式
会
社

サ
ッ
ポ
ロ
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
ー
」、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
チ
ェ
ー
ン
の
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
を
運
営
す

る「
株
式
会
社
セ
コ
マ
」、白
い
恋
人
な
ど
を
製

造
す
る
菓
子
メ
ー
カ
ー「
石
屋
製
菓
株
式
会
社
」、

ビ
ル
・
不
動
産
管
理
の「
株
式
会
社
藤
井
ビ
ル
」

な
ど
）と
の
連
携
に
よ
って
駐
輪
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
し
た
。

　
更
に
、札
幌
市
、一
般
財
団
法
人
さ
っ
ぽ

ろ
産
業
振
興
財
団
、No M

aps

実
行
委

員
会
と
連
携
し
、Mobike

の
利
用
で
蓄

積
さ
れ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を「
札
幌
市
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」へ
提
供
す
る

協
議
を
進
め
て
い
る
。
札
幌
で
披
露
さ
れ

た
サ
ー
ビ
ス
は
、年
内
に
福
岡
を
は
じ
め
と

し
た
10
都
市
程
度
で
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す

る
予
定
と
発
表
し
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
、「N

ew
 York C

iti bike

」

の
場
合
、自
転
車
に
内
蔵
さ
れ
た
Ｇ
Ｐ
Ｓ

機
能
で
移
動
情
報
が
蓄
積
、オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
と
し
て
公
開
さ
れ
、誰
も
が
利
用

可
能
と
な
って
い
る
。マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
デ
ー

タ
と
し
て
も
利
用
で
き
、ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

（https://w
w
w
.citibikenyc.com

/
system

-data

）。

　　
現
在
、日
本
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
は

87
都
市
で
本
格
導
入
さ
れ
て
い
る（
平
成

28
年
10
月
１
日
現
在
）。導
入
の
目
的
は
、

公
共
交
通
の
機
能
保
管（
58
都
市
）、観
光

戦
略
の
推
進（
55
都
市
）、地
域
の
活
性
化

（
47
都
市
）が
上
位
を
占
め
て
い
る
が
、前

述
し
た
よ
う
に
、い
ず
れ
も
低
密
度
・
小
規

模
な
サ
ー
ビ
ス
と
な
って
い
る
。

　
滋
賀
県
内
で
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
を

提
供
し
て
い
る
と
回
答
し
た
自
治
体
は
、

長
浜
市（
８
拠
点 

１
４
７
台
）・
米
原
市

（
２
拠
点 

15
台
）・
彦
根
市
・
多
賀
町
・
豊

郷
町（
６
拠
点
83
台
）で
あ
る
が
、そ
の
運

用
台
数
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
密
度
を
ふ
ま

え
る
と
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
と
し
て
は

か
な
り
小
規
模
な
う
え
に
、密
度
も
非
常

に
低
く
な
って
い
る
。

　
県
内
で
提
供
さ
れ
て
い
る
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

サ
イ
ク
ル
の
実
態
は
、従
来
型
の
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
が
い
く
つ
か
結
合
し
、広
域
エ
リ
ア

を
カ
バ
ー
し
て
い
る
と
い
え
る
。近
年
の
自

転
車
ブ
ー
ム
を
受
け
て
、グ
レ
ー
ド
の
高
い

ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
の
車
体
を
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
は
、従
来
型
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

の
パ
タ
ー
ン
が
多
い
。

　
国
内
で
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
の
普

及
展
開
が
伸
び
悩
む
一つ
の
要
因
と
し
て
、

費
用
の
問
題
が
あ
げ
ら
れ
る
。ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
設
置
や
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
は
１

億
円
以
上
の
初
期
投
資
が
必
要
で
あ
り
、

運
用
に
あ
た
っ
て
は
毎
年
１
千
万
円
単
位

の
費
用
が
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。こ
の

点
、従
来
型
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
は
、初
期

投
資
と
し
て
は
、車
体
の
購
入
と
拠
点
施

設
の
確
保
。運
用
面
で
は
、施
設
や
車
体
の

維
持
管
理
費
、運
用
人
件
費
が
主
な
項
目

で
あ
る
た
め
、手
軽
に
始
め
ら
れ
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
が
あ
げ
ら
れ
る
。
更
に
、施
設
管

理
に
付
随
す
る
貸
出
作
業
は
有
人
対
応
と

な
る
た
め
、単
に
機
械
的
な
貸
出
や
迅
速
な

手
続
き
に
と
ど
ま
ら
ず
、セ
ー
フ
テ
ィ
ト
ー

ク
や
走
り
や
す
い
車
体
の
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
な

ど
の
最
低
限
の
安
全
管
理
や
見
ど
こ
ろ
、

食
事
ど
こ
ろ
な
ど
の
観
光
情
報
の
提
供
機

能
を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
利
用

者
は
、ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
な
ど
施
設
へ
連
絡

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、的
確
な
サ
ポ
ー
ト
と

指
示
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

　　
日
本
で
自
転
車
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く

り
や
成
功
事
例
と
い
う
と
、し
ま
な
み
海

道
に
代
表
さ
れ
る
、自
転
車
に
関
係
す
る

業
界
や
一
部
の
業
者
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

成
功
に
目
を
奪
わ
れ
が
ち
だ
が
、こ
れ
は
、

彦
根
が
、滋
賀
県
や「
ビ
ワ
イ
チ
」が
目
指

す
方
向
性
で
は
な
い…

の
か
も
し
れ
な
い
。

　
現
在
、ま
ち
な
か
に
賑
わ
い
を
と
り
も
ど

す
た
め
に
、オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
や
パ
ブ
リ
ッ

ク
ス
ペ
ー
ス
で
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
実
験
が

行
わ
れ
て
い
る
。こ
れ
ら
の
モ
デ
ル
と
な
っ

て
い
る
の
が
、デ
ン
マ
ー
ク
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ

ン
や
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
あ
り
、

ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー

チ
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
都
市
で
は
、ヤ
ン
・
ゲ
ー
ル

（Jan G
ehl

）が
提
唱
す
る
、人
間
中
心
の

ま
ち
づ
く
り
や
都
市
計
画
の
考
え
方
が
基

本
に
あ
る
。そ
こ
で
は
自
転
車
は
、車
中
心

の
社
会
や
ま
ち
づ
く
り
か
ら
脱
却
し
た
先

に
あ
る
、人
間
ら
し
い
暮
ら
し
を
す
る
た
め

の
有
効
な
移
動
手
段
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
機
能
し
て
い
る
。

　
観
光
客
や
来
街
者
の
た
め
だ
け
に
自
転

車
の
利
用
環
境
が
整
備
さ
れ
る
の
で
は
な

く
、共
通
し
た
都
市
戦
略
と
し
て
、郊
外
に

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
の
機
能
を
持
ち
、中

心
部
で
は
歩
行
者
空
間
、自
転
車
の
走
行

空
間
を
確
保
す
る
こ
と
で
、通
過
速
度
を

落
と
す
と
と
も
に
、オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
な
ど

で
滞
留
時
間
を
増
や
し
、賑
わ
い
を
と
り

も
ど
す
、と
い
う
方
向
で
あ
る
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、こ
れ
ら
の
都
市
政
策

と
連
動
す
る
形
で
、EU

やECF

（The Eu-
ropean C

yclists' Federation

）な
ど

団
体
が
中
心
と
な
り
、各
都
市
や
市
民
団

体
だ
け
で
な
く
、国
や
広
域
な
エ
リ
ア
で
モ

デ
ル
事
例
を
構
築
し
、普
及
に
取
り
組
ん
で

い
る
。例
え
ば
、Euro V

elo

（The Euro-
pean cycle route netw

ork

）と
い

う
15
の
ル
ー
ト
、７
万
キ
ロ
に
お
よ
ぶ
大
陸

間
を
自
転
車
で
移
動
す
る
ル
ー
ト
整
備
が

進
ん
で
い
る
。さ
ら
に
各
国
で
、こ
の
ル
ー

ト
を
使
っ
て
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
休
暇
を
取
る

高
齢
者
を
増
や
すSilver C

yclists 
Project

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
こ
のSilver C

yclist Project

は
、シ

ニ
ア
観
光
客
の
流
れ
を
増
や
す
こ
と
で
、観

光
に
関
わ
る
雇
用
を
増
や
し
、ル
ー
ト
付
近

の
ホ
テ
ル
や
カ
フ
ェ
な
ど
に
利
益
を
も
た
ら

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。さ
ら
に
具
体

的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
と
し
て
、40
の

ア
イ
デ
ア
と
５
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
、１
０
０
の

パ
イ
ロッ
ト
製
品
の
開
発
、プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、大
学
と
連
携
し
た
効

果
測
定
と
検
証
と
い
っ
た
項
目
が
並
ん
で

い
る
。

　
日
本
の
自
転
車
や
観
光
を
取
り
巻
く
学

会
や
研
究
会
が
、利
用
者
や
消
費
動
向
、走

行
環
境
の
分
析
と
いっ
た
研
究
の
た
め
の
研

究
の
枠
を
超
え
ら
れ
な
い一方
で
、ヨ
ー
ロッ

パ
で
は
、関
係
す
る
団
体
が
次
々
と
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
打
ち
出
し
、そ
の
成
果
に
は
、必

ず
政
策
や
具
体
的
な
ツ
ア
ー
の
商
品
開
発

が
含
ま
れ
て
い
る
。こ
う
し
た
取
り
組
み
を

続
け
る
こ
と
で
、観
光
地
と
し
て
の
魅
力
や

ブ
ラ
ン
ド
を
支
え
る
一
翼
を
担
っ
て
い
る
の

だ（http://w
w
w
.eurovelo.org

）。

　
一
方
で
、日
常
生
活
に
お
い
て
自
転
車
を

継
続
的
に
利
用
す
る
こ
と
は
身
体
や
健
康

に
よ
い
た
め
、長
期
的
に
見
れ
ば
社
会
保
障

費
の
削
減
に
つ
な
が
る
と
いっ
た
こ
と
は
誰

し
も
が
理
解
で
き
る
。
事
例
と
し
て
、

Bike2W
ork

と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ

る
。従
業
員
に
と
っ
て
は
、健
康
や
体
重
管

理
、通
勤
費
の
節
約
と
いっ
た
効
果
や
雇
用

者
に
は
、マ
イ
カ
ー
通
勤
に
よ
る
投
資
コ
ス

ト
と
従
業
員
の
病
気
休
暇
の
削
減
と
い
っ

た
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
メ
リ
ッ
ト
が
示
さ
れ
て
お

り
、通
勤
や
業
務
利
用
の
選
択
肢
と
し
て

自
転
車
を
導
入
す
る
こ
と
で
、Ｃ
Ｏ
２
削
減

を
試
み
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、自
転
車

を
社
会
に
定
着
さ
せ
る
た
め
に
、観
光
だ
け

で
な
く
、日
常
利
用
や
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
自

転
車
を
位
置
づ
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
が

み
ら
れ
る
。こ
れ
に
対
し
て
、日
本
の
現
状

で
は
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
が
特
別
な
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。特

に
、自
転
車
利
用
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
と

し
て
高
価
な
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
に
乗
る
こ
と
が
、

ス
ポ
ー
ツ
や
フ
ァッ
シ
ョン
と
し
て
定
着
し
て

い
る
傾
向
は
、日
本
を
は
じ
め
と
し
た
東
南

ア
ジ
ア
に
み
ら
れ
る
特
殊
な
状
況
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
が
転
換
す
る
兆
候
が

い
く
つ
か
み
ら
れ
、そ
の
一つ
が
、今
回
紹
介

し
て
き
た
都
市
部
で
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
サ
イ

ク
ル
や
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
導
入
で
あ
る
。

さ
ら
に
、電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
の
登
場
に

よ
っ
て
、こ
れ
ま
で
自
転
車
の
利
用
に
む
い

て
い
な
い
と
さ
れ
て
い
た
坂
の
あ
る
エ
リ
ア

や
山
間
部
な
ど
で
の
活
用
が
拡
大
し
て
い

る
。中
山
間
地
域
で
の
観
光
利
用
で
の
導

入
も
み
ら
れ
る
。特
に
、電
動
マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
は
ヨ
ー
ロッ
パ
で
は
自
転
車
市
場
の
２

割
を
占
め
る
ほ
ど
の
人
気
が
あ
り
、車
体
価

格
や
バッ
テ
リ
ー
を
使
っ
た
際
の
走
行
距
離
、

ト
ラ
ブ
ル
時
の
対
応
と
いっ
た
課
題
は
あ
る

も
の
の
、今
後
も
成
長
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　　　
現
在
、自
転
車
観
光（
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
）の
展
開
と
し
て
、滋
賀
県
が
力
を
入

れ
る「
ビ
ワ
イ
チ
」が
あ
る
。し
か
し
残
念

な
が
ら「
ビ
ワ
イ
チ
」に
よ
る
地
域
への
イ
ン

パ
ク
ト
は
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
。県
に
よ
る

と
、琵
琶
湖
一
周
を
し
て
い
る
人
は
約
７・２

万
人
、昨
年
度
比
20
％
の
増
加
と
推
計
さ

れ
て
い
る
が
、ビ
ワ
イ
チ
の
ユ
ー
ザ
ー
は
地

域
に
立
ち
寄
ら
な
い
。琵
琶
湖
一
周
を
１
日

で
こ
な
す
日
帰
り
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
が
67
％

を
占
め
て
い
る
の
だ
。

　
彦
根
に
は
３
つ
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
が
あ

り
、移
動
距
離
と
ニ
ー
ズ
に
よ
っ
て
上
手
く

役
割
分
担
が
行
わ
れ
て
い
る
。「
駅
り
ん
く

ん
」は
、シ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
と
呼
ば
れ
る
自
転

車
で
、彦
根
城
や
周
辺
商
店
街
な
ど
近
距

離
移
動
を
。彦
根
市
が
提
供
す
る「
め
ぐ

り
ん
こ
」は
、シ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
よ
り
も
走
り

や
す
い
ス
ポ
ー
テ
ィ
な
車
体
や
電
動
ア
シ
ス

ト
自
転
車
で
、多
賀
大
社
や
豊
郷
小
学
校

な
ど
の
湖
東
地
域
４
町
の
エ
リ
ア
を
、近
江

鉄
道
の
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
と
連
動
し
な
が

ら
、中
距
離
圏
内
の
移
動
を
支
え
て
い
る
。

そ
し
て「
ビ
ワ
イ
チ
」は
、ロ
ー
ド
バ
イ
ク
な

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
が
主
流
と
な
っ
て
お

り
、琵
琶
湖
一
周
や
長
距
離
サ
イ
ク
リ
ン
グ

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
る
。

　
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
を
導
入
す
る
こ

と
を
目
的
に
す
る
こ
と
は
本
末
転
倒
で
あ

り
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
は
、目
指
す
街

づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し

て
活
用
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
自
転
車
を

利
用
す
る
こ
と
で
、市
民
生
活
が
ど
の
よ

う
に
変
わ
る
の
か
、具
体
的
な
手
段
や
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
と
も
に
、社
会
全
体
を
ど
う
変

え
て
い
く
の
か
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
や
ビ
ジ
ョ

ン
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。こ
の
点
に
お

い
て
、ま
ず
取
り
組
む
べ
き
は
、車
中
心
の

ま
ち
づ
く
り
・
都
市
計
画
の
あ
り
方
か
ら

脱
却
す
る
こ
と
が
、出
発
点
に
な
る
だ
ろ

う
。コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
は
単
な
る
交

通
政
策
で
は
な
く
、都
市
戦
略
の一
部
と
し

て
展
開
で
き
る
ツ
ー
ル
で
あ
り
、彦
根
の
環

境
、交
通
、市
民
生
活
に
お
い
て
ど
の
よ
う

な
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
か
が
課

題
で
あ
る
。

　
導
入
段
階
や
、運
営
段
階
に
お
い
て
も

一
定
の
コ
ス
ト
を
必
要
と
す
る
た
め
、ま
ち

づ
く
り
の
目
標
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ

る
。そ
の
た
め
の
移
動
手
段
と
し
て
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
が
適
切
か
ど
う
か
、他
の

交
通
機
関
と
の
連
携
を
ど
の
よ
う
に
行
う

の
か
等
に
つ
い
て
、ニ
ー
ズ
や
課
題
の
整
理

を
行
っ
た
上
で
意
思
決
定
し
て
い
く
こ
と

と
な
ろ
う
。ま
た
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、交

通
事
業
者
、商
工
・
観
光
事
業
者
、自
転
車

修
理
事
業
者
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
団
体
な
ど

幅
広
い
関
係
者
と
の
連
携
が
必
要
と
な
り

そ
う
だ
。

　
高
齢
化
・
人
口
減
少
・
環
境
重
視
の
時

代
に
あ
っ
て
、彦
根
の
都
市
戦
略
と
し
て
、

自
転
車
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
け
ば

よ
い
だ
ろ
う
か
。市
民
生
活
に
お
い
て
は
健

康
促
進
や
公
共
交
通
か
ら
の
、観
光
集
客

の
側
面
か
ら
は
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
な
ど
の
ア

プ
ロ
ー
チ
も
あ
る
。
事
例
と
し
て
前
述
し

た「Euro V
elo

」か
ら「Silver C

yclist 
Project

」の
取
り
組
み
が
あ
っ
た
よ
う
に
、

「
ビ
ワ
イ
チ
」を
活
用
し
た
彦
根（
湖
東
圏

域
）の「Silver C

yclist Project

」に

取
り
組
む
こ
と
は
、ま
ち
な
か
の
活
性
化
に

も
繫
が
る
こ
と
だ
ろ
う
。ま
た
、日
常
に
限

ら
ず
観
光
客
の
動
態
を
、部
分
的
な
集
計

に
よ
る
推
計
で
は
な
く
、よ
り
現
実
に
近
い

デ
ー
タ
を
収
集
、分
析
す
る
必
要
も
あ
り

そ
う
だ
。コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
の
仕
組

み
を
導
入
す
れ
ば
、こ
れ
ら
の
公
共
交
通

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
実
態
を
一
元
化
す
る
シ
ス

テ
ム
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
徒
歩
で
の
行
動
範
囲
は
８
０
０
メ
ー
ト

ル
、自
転
車
を
利
用
す
る
と
２
・
６
キ
ロ
に

拡
大
す
る
。そ
し
て
、公
共
交
通
は
使
っ
て

こ
そ
利
便
性
が
向
上
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
市
場
は
年
々

拡
大
し
、国
内
で
は
２
３
２
億
円（
２
０
１

４
年
）、世
界
で
は
２
０
１
３
年

に
１
５
０
億
ド
ル
、２
０
２
５
年

に
は
約
３
３
５
０
億
ド
ル
規
模

に
成
長
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

シ
ェ
ア
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
経

済
は
社
会
を
変
え
つ
つ
あ
り
、更

に
、環
境
負
荷
の
軽
減
や
経
済

活
性
化
と
いっ
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

可
能
性
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
サ
イ
ク
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
を
登
載
し
た

自
転
車
は
、ユ
ー
ザ
ー
の
属
性
と

移
動
情
報
を
ト
レ
ー
ス
し
蓄
積

で
き
る
だ
け
で
な
く
、リ
ア
ル
な

情
報
を
送
信
す
る
こ
と
も
で
き

る
。シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー

と
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
生
み
出
す
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
眠
って
い
る
。 

（
協
力 

N
P
O
法
人 

と
ん
が
る
ち
か
ら
研
究
所
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
の
潮
流

特集

自転車モビリティの可能性
先進事例・滋賀県の状況
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レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

サ
イ
ク
ル（
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
や
シ
ェ
ア

バ
イ
ク
と
も
呼
ば
れ
る
）と
の
明
確
な
定

義
は
な
い
。こ
こ
で
は
以
下
の
よ
う
に
区

別
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　

ど
ち
ら
も
バ
イ
ク（
サ
イ
ク
ル
・
自
転

車
）を
借
り
て
利
用
す
る
こ
と
に
変
わ
り

は
な
い
。レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
は
、設
置
さ

れ
た
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
ポ
ー
ト
）と
呼
ば

れ
る
施
設
で
自
転
車
を
借
り
、同
じ
場
所

に
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
は
、設
置
さ
れ
た
複
数

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
貸
出
と
返
却
を
自

由
に
で
き
る
。好
き
な
と
き
に
借
り
、目

的
地
に
あ
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
返
却
す

れ
ば
よ
い
。

　
設
置
の
目
的
か
ら
考
え
る
と
、レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
は
鉄
道
駅
や
拠
点
施
設
に
隣

接
し
て
設
置
さ
れ
た
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

中
心
に
、エ
リ
ア
内
で
の
往
復
や
観
光
利

用
が
目
的
と
な
る
。多
く
の
場
合
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
窓
口
で
、申
込
の
手
続
き
や
現

金
に
よ
る
支
払
い
を
済
ま
せ
た
後
、自
転

車
の
利
用
が
可
能
と
な
る
。ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
営
業
時
間
が
利
用
可
能
時
間
で
あ

り
、利
用
時
間
の
延
長
や
変
更
な
ど
が
生

じ
た
場
合
、連
絡
や
返
却
時
に
追
加
支
払

い
手
続
き
が
必
要
と
な
る（
有
人
対
応
）。

　

こ
れ
に
対
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ

ク
ル
は
、観
光
利
用
で
は
な
く
、コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
や
公
共
交
通
と
の

連
携（
渋
滞
緩
和
な
ど
交
通
施
策
・
大
気

汚
染
削
減
な
ど
環
境
政
策
）を
目
的
と
し

て
い
る
。ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
自
転
車
と
空

き
ス
ペ
ー
ス
が
あ
れ
ば
24
時
間
利
用
可

能
。ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン（A

PP

）で
決
済

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
は
１
９
６

０
年
代
に
オ
ラ
ン
ダ
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

で
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。放
置
自
転

車
を
白
く
塗
り「
ホ
ワ
イ
ト
バ
イ
ク
」と

名
付
け
て
、ま
ち
な
か
に
配
置
し
、誰
で

も
無
料
で
使
え
る
よ
う
に
し
た
の
だ
。た

だ
、こ
の
試
み
は
ホ
ワ
イ
ト
バ
イ
ク
と
い

う
粗
大
ゴ
ミ
を
街
に
ま
き
散
ら
か
す
結

果
と
な
っ
た
。借
り
る
側
の
認
証
と
車
体

の
移
動
管
理
、そ
し
て
課
金
を
し
な
け
れ

ば
、こ
の
シ
ス
テ
ム
は
成
り
立
た
な
か
っ

た
の
だ
。

　
２
０
０
５
年
の
リ
ヨ
ン
、２
０
０
７
年

パ
リ
の「vélo'v （
ヴ
ェ
ロ
ヴ
）」成
功
に

よ
っ
て
、世
界
に
広
が
る
こ
と
に
な
る
。

「vélo'v

」は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
事
前

登
録
や
Ｉ
Ｃ
タ
グ
に
よ
る
車
体
管
理
の

仕
組
み
を
シ
ェ
ア
バ
イ
ク
の
シ
ス
テ
ム

と
し
て
確
立
し
た
。

　
以
後
、公
共
交
通
と
し
て
の
普
及
が
爆

発
的
に
進
み
、現
在
、世
界
の
６
０
０
以

上
の
都
市
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。上
海
や

杭
州
は
大
規
模
な
シ
ス
テ
ム
を
有
し
、パ

リ
や
ロ
ン
ド
ン
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
シ
ス

テ
ム
は
実
用
的
で
効
果
の
高
い
移
動
手

段
と
し
て
、通
勤
・
通
学
な
ど
日
常
の
交

通
手
段
と
し
て
稼
働
し
て
い
る（
観
光
利

用
も
可
）。

　
お
お
よ
そ
、パ
リ
は
１
７
０
０
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
・
自
転
車
２
万
３
０
０
０
台
、ロ

ン
ド
ン
は
７
０
０
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
自
転

車
１
万
台
以
上
と
い
う
規
模
で
普
及
し

て
い
る
。

　
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の「N

ew
 York C

iti 
bike

」の
場
合
、本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し

た
２
０
１
３
年
５
月
の
時
点
で
、マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
を
中
心
に
３
３
２
の
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
約
６
０
０
０
台
の
自
転
車
が

設
置
さ
れ
、２
０
１
６
年
に
は
６
０
０
以

上
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
約
８
０
０
０
台
の

自
転
車
が
設
置
さ
れ
る
に
至
っ
た
。ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
数
は
３
年
で
２
倍
ち
か

く
増
え
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き

た
い
。圧
倒
的
な
数
と
イ
ン
フ
ラ
が
存
在

し
て
こ
そ
、ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
初
め
て

都
市
交
通
と
し
て
利
便
性
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
。コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

サ
イ
ク
ル
の
運
用
に
お
い
て
、ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
密
度
が
高
い
ほ
ど
、利
用
回
数（
回
転

数
）が
高
い
傾
向
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
国
内
の
提
供
サ
ー
ビ
ス
は
、海
外

と
比
較
す
る
と
、低
密
度
・
小
規
模
な
サ
ー

ビ
ス
が
多
く
見
ら
れ
る（
参
考:「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
サ
イ
ク
ル
の
取
組
等
に
つ
い
て
」国
土

交
通
省
都
市
局
街
路
交
通
施
設
課)

。

　　　
こ
れ
ま
で
日
本
に
お
い
て
、自
転
車
は
私

的
な
移
動
手
段
で
あ
り
、バ
ス
や
鉄
道
な
ど

と
同
じ
公
共
交
通
の
手
段
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。し
か
し
、こ
の

公
共
性
を
劇
的
に
変
え
る
サ
ー
ビ
ス
が
出

現
し
た
。そ
れ
が
、「M

obike
（
モ
バ
イ
ル

+

バ
イ
ク
）」で
あ
る
。乗
り
た
い
と
き
に
乗

る
・
目
的
地
に
合
わ
せ
て
返
却
・Ｇ
Ｐ
Ｓ
と

融
合
し
た
Ｉｏ
Ｔ
が
搭
載
さ
れ
た
最
新
の
バ

イ
ク
シェア
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。サ
イ
ク
リ

ン
グ
を
更
に
便
利
で
、親
し
み
や
す
く
、ス

マ
ー
ト
に
す
る
こ
と
で
、世
界
中
の
都
市
と

人
々
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

M
obike

は
、提
供
さ
れ
て
い
る
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン（A

PP

）と
連
動
し
た
自
転
車

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
だ
。APP

を
イ
ン

ス
ト
ー
ル
す
る
こ
と
で
利
用
が
可
能
に
な
る
。

利
用
料
金
はA

PP

を
通
し
て
決
済
さ
れ
る
。

１【
探
す
】近
く
に
あ
る
自
転
車
をA

PP

　

で
探
す

２【
解
錠
】自
転
車
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス

　

キ
ャ
ン
し
て
解
錠
す
る

３【
乗
る
】目
的
地
ま
で
乗
る

４【
施
錠
】目
的
地
の
駐
輪
場
に
自
転
車
を

　

を
停
め
る

５【
シ
ェ
ア
】空
き
自
転
車
と
し
てA

PP

　

に
表
示
さ
れ
、車
体
は
次
の
ユ
ー
ザ
ー

　

が
使
用
可
能
と
な
る
。

　

M
obike

は
今
、最
も
稼
働
し
て
い
る

Ｉｏ
Ｔ
デ
バ
イ
ス
で
、登
録
利
用
者
数
１
億

人
、運
用
自
転
車
の
台
数
は
５
０
０
万
台

を
超
え
、現
在
も
急
速
に
成
長
し
続
け
て

い
る
。

　
ス
マ
ー
ト
バ
イ
ク
シ
ェ
ア
カ
ン
パ
ニ
ー
で

あ
る
株
式
会
社
モ
バ
イ
ク
の
創
立
者
は
Ｕ

ｂｅｒ
上
海
の
元
Ｇ
Ｍ
で
あ
る
。２
０
１
６

年
４
月
に
上
海
で
正
式
にM

obike

の

サ
ー
ビ
ス
を
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
短
期
間

で
世
界
１
６
０
都
市
以
上
へ
拡
大
し
、世

界
中
で
１
日
に
２
５
０
０
万
回
以
上
利
用

さ
れ
た
。ロ
ー
ン
チ
後
、約
12
ヶ
月
と
い
う

短
期
間
で
ユ
ー
ザ
ー
は
25
億
キ
ロ
の
ラ
イ

ド
を
し
た
こ
と
に
な
り
、こ
れ
は
61
万
ト
ン

以
上
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
を
削
減
し
た
こ
と

と
同
等
だ
とW

W
W
 C
hina

は
評
価

し
て
い
る
。

　
こ
のM

obike

が
、２
０
１
７
年
７
月
24

日
、イ
タ
リ
ア
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
大
陸
初
の
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、同
日
、

ミ
ラ
ノ
で
も
ロ
ー
ン
チ
す
る
計
画
を
発
表

し
た
。更
に
、日
本
に
お
い
て
も
８
月
22
日
、

札
幌
市
の
中
心
部
に
あ
る「
札
幌
市
北
３

条
広
場(

ア
カ
プ
ラ)

」で
、日
本
で
初
と
な

る
ロ
ー
ン
チ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、サ
ー
ビ

ス
を
開
始
し
た（
デ
ポ
ジ
ッ
ト
：
３
０
０
０

円
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
価
格 

開
始
時
期
未
定
：

50
円
／
30
分※

す
べて
税
込)

　
株
式
会
社
モ
バ
イ
ク
は
、２
０
１
７
年
６

月
に
日
本
支
社
と
な
る
モ
バ
イ
ク
・
ジ
ャ
パ

ン
株
式
会
社
を
設
立
。
各
地
の
行
政
、民

間
事
業
者
と
協
議
を
行
い
な
が
ら
準
備
を

進
め
、中
国
展
開
し
て
い
る「
ど
こ
で
も
返

却
可
能
な
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
レ
ス
」で
は
な
く
、

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
民
間
企

業（
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
事
業
を
行
う「
株
式
会
社

サ
ッ
ポ
ロ
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
ー
」、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
チ
ェ
ー
ン
の
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
を
運
営
す

る「
株
式
会
社
セ
コ
マ
」、白
い
恋
人
な
ど
を
製

造
す
る
菓
子
メ
ー
カ
ー「
石
屋
製
菓
株
式
会
社
」、

ビ
ル
・
不
動
産
管
理
の「
株
式
会
社
藤
井
ビ
ル
」

な
ど
）と
の
連
携
に
よ
って
駐
輪
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
し
た
。

　
更
に
、札
幌
市
、一
般
財
団
法
人
さ
っ
ぽ

ろ
産
業
振
興
財
団
、No M

aps

実
行
委

員
会
と
連
携
し
、Mobike

の
利
用
で
蓄

積
さ
れ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を「
札
幌
市
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」へ
提
供
す
る

協
議
を
進
め
て
い
る
。
札
幌
で
披
露
さ
れ

た
サ
ー
ビ
ス
は
、年
内
に
福
岡
を
は
じ
め
と

し
た
10
都
市
程
度
で
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す

る
予
定
と
発
表
し
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
、「N

ew
 York C

iti bike

」

の
場
合
、自
転
車
に
内
蔵
さ
れ
た
Ｇ
Ｐ
Ｓ

機
能
で
移
動
情
報
が
蓄
積
、オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
と
し
て
公
開
さ
れ
、誰
も
が
利
用

可
能
と
な
って
い
る
。マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
デ
ー

タ
と
し
て
も
利
用
で
き
、ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

（https://w
w
w
.citibikenyc.com

/
system

-data

）。

　　
現
在
、日
本
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
は

87
都
市
で
本
格
導
入
さ
れ
て
い
る（
平
成

28
年
10
月
１
日
現
在
）。導
入
の
目
的
は
、

公
共
交
通
の
機
能
保
管（
58
都
市
）、観
光

戦
略
の
推
進（
55
都
市
）、地
域
の
活
性
化

（
47
都
市
）が
上
位
を
占
め
て
い
る
が
、前

述
し
た
よ
う
に
、い
ず
れ
も
低
密
度
・
小
規

模
な
サ
ー
ビ
ス
と
な
って
い
る
。

　
滋
賀
県
内
で
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
を

提
供
し
て
い
る
と
回
答
し
た
自
治
体
は
、

長
浜
市（
８
拠
点 

１
４
７
台
）・
米
原
市

（
２
拠
点 

15
台
）・
彦
根
市
・
多
賀
町
・
豊

郷
町（
６
拠
点
83
台
）で
あ
る
が
、そ
の
運

用
台
数
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
密
度
を
ふ
ま

え
る
と
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
と
し
て
は

か
な
り
小
規
模
な
う
え
に
、密
度
も
非
常

に
低
く
な
って
い
る
。

　
県
内
で
提
供
さ
れ
て
い
る
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

サ
イ
ク
ル
の
実
態
は
、従
来
型
の
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
が
い
く
つ
か
結
合
し
、広
域
エ
リ
ア

を
カ
バ
ー
し
て
い
る
と
い
え
る
。近
年
の
自

転
車
ブ
ー
ム
を
受
け
て
、グ
レ
ー
ド
の
高
い

ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
の
車
体
を
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
は
、従
来
型
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

の
パ
タ
ー
ン
が
多
い
。

　
国
内
で
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
の
普

及
展
開
が
伸
び
悩
む
一つ
の
要
因
と
し
て
、

費
用
の
問
題
が
あ
げ
ら
れ
る
。ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
設
置
や
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
は
１

億
円
以
上
の
初
期
投
資
が
必
要
で
あ
り
、

運
用
に
あ
た
っ
て
は
毎
年
１
千
万
円
単
位

の
費
用
が
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。こ
の

点
、従
来
型
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
は
、初
期

投
資
と
し
て
は
、車
体
の
購
入
と
拠
点
施

設
の
確
保
。運
用
面
で
は
、施
設
や
車
体
の

維
持
管
理
費
、運
用
人
件
費
が
主
な
項
目

で
あ
る
た
め
、手
軽
に
始
め
ら
れ
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
が
あ
げ
ら
れ
る
。
更
に
、施
設
管

理
に
付
随
す
る
貸
出
作
業
は
有
人
対
応
と

な
る
た
め
、単
に
機
械
的
な
貸
出
や
迅
速
な

手
続
き
に
と
ど
ま
ら
ず
、セ
ー
フ
テ
ィ
ト
ー

ク
や
走
り
や
す
い
車
体
の
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
な

ど
の
最
低
限
の
安
全
管
理
や
見
ど
こ
ろ
、

食
事
ど
こ
ろ
な
ど
の
観
光
情
報
の
提
供
機

能
を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
利
用

者
は
、ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
な
ど
施
設
へ
連
絡

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、的
確
な
サ
ポ
ー
ト
と

指
示
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

　　
日
本
で
自
転
車
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く

り
や
成
功
事
例
と
い
う
と
、し
ま
な
み
海

道
に
代
表
さ
れ
る
、自
転
車
に
関
係
す
る

業
界
や
一
部
の
業
者
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

成
功
に
目
を
奪
わ
れ
が
ち
だ
が
、こ
れ
は
、

彦
根
が
、滋
賀
県
や「
ビ
ワ
イ
チ
」が
目
指

す
方
向
性
で
は
な
い…

の
か
も
し
れ
な
い
。

　
現
在
、ま
ち
な
か
に
賑
わ
い
を
と
り
も
ど

す
た
め
に
、オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
や
パ
ブ
リ
ッ

ク
ス
ペ
ー
ス
で
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
実
験
が

行
わ
れ
て
い
る
。こ
れ
ら
の
モ
デ
ル
と
な
っ

て
い
る
の
が
、デ
ン
マ
ー
ク
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ

ン
や
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
あ
り
、

ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー

チ
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
都
市
で
は
、ヤ
ン
・
ゲ
ー
ル

（Jan G
ehl

）が
提
唱
す
る
、人
間
中
心
の

ま
ち
づ
く
り
や
都
市
計
画
の
考
え
方
が
基

本
に
あ
る
。そ
こ
で
は
自
転
車
は
、車
中
心

の
社
会
や
ま
ち
づ
く
り
か
ら
脱
却
し
た
先

に
あ
る
、人
間
ら
し
い
暮
ら
し
を
す
る
た
め

の
有
効
な
移
動
手
段
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
機
能
し
て
い
る
。

　
観
光
客
や
来
街
者
の
た
め
だ
け
に
自
転

車
の
利
用
環
境
が
整
備
さ
れ
る
の
で
は
な

く
、共
通
し
た
都
市
戦
略
と
し
て
、郊
外
に

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
の
機
能
を
持
ち
、中

心
部
で
は
歩
行
者
空
間
、自
転
車
の
走
行

日
本
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
の
未
来

空
間
を
確
保
す
る
こ
と
で
、通
過
速
度
を

落
と
す
と
と
も
に
、オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
な
ど

で
滞
留
時
間
を
増
や
し
、賑
わ
い
を
と
り

も
ど
す
、と
い
う
方
向
で
あ
る
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、こ
れ
ら
の
都
市
政
策

と
連
動
す
る
形
で
、EU
やECF

（The Eu-
ropean C

yclists' Federation

）な
ど

団
体
が
中
心
と
な
り
、各
都
市
や
市
民
団

体
だ
け
で
な
く
、国
や
広
域
な
エ
リ
ア
で
モ

デ
ル
事
例
を
構
築
し
、普
及
に
取
り
組
ん
で

い
る
。例
え
ば
、Euro V

elo

（The Euro-
pean cycle route netw

ork

）と
い

う
15
の
ル
ー
ト
、７
万
キ
ロ
に
お
よ
ぶ
大
陸

間
を
自
転
車
で
移
動
す
る
ル
ー
ト
整
備
が

進
ん
で
い
る
。さ
ら
に
各
国
で
、こ
の
ル
ー

ト
を
使
っ
て
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
休
暇
を
取
る

高
齢
者
を
増
や
すSilver C

yclists 
Project

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
こ
のSilver C

yclist Project

は
、シ

ニ
ア
観
光
客
の
流
れ
を
増
や
す
こ
と
で
、観

光
に
関
わ
る
雇
用
を
増
や
し
、ル
ー
ト
付
近

の
ホ
テ
ル
や
カ
フ
ェ
な
ど
に
利
益
を
も
た
ら

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。さ
ら
に
具
体

的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
と
し
て
、40
の

ア
イ
デ
ア
と
５
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
、１
０
０
の

パ
イ
ロッ
ト
製
品
の
開
発
、プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、大
学
と
連
携
し
た
効

果
測
定
と
検
証
と
い
っ
た
項
目
が
並
ん
で

い
る
。

　
日
本
の
自
転
車
や
観
光
を
取
り
巻
く
学

会
や
研
究
会
が
、利
用
者
や
消
費
動
向
、走

行
環
境
の
分
析
と
いっ
た
研
究
の
た
め
の
研

究
の
枠
を
超
え
ら
れ
な
い一方
で
、ヨ
ー
ロッ

パ
で
は
、関
係
す
る
団
体
が
次
々
と
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
打
ち
出
し
、そ
の
成
果
に
は
、必

ず
政
策
や
具
体
的
な
ツ
ア
ー
の
商
品
開
発

が
含
ま
れ
て
い
る
。こ
う
し
た
取
り
組
み
を

続
け
る
こ
と
で
、観
光
地
と
し
て
の
魅
力
や

ブ
ラ
ン
ド
を
支
え
る
一
翼
を
担
っ
て
い
る
の

だ（http://w
w
w
.eurovelo.org

）。

　
一
方
で
、日
常
生
活
に
お
い
て
自
転
車
を

継
続
的
に
利
用
す
る
こ
と
は
身
体
や
健
康

に
よ
い
た
め
、長
期
的
に
見
れ
ば
社
会
保
障

費
の
削
減
に
つ
な
が
る
と
いっ
た
こ
と
は
誰

し
も
が
理
解
で
き
る
。
事
例
と
し
て
、

Bike2W
ork

と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ

る
。従
業
員
に
と
っ
て
は
、健
康
や
体
重
管

理
、通
勤
費
の
節
約
と
いっ
た
効
果
や
雇
用

者
に
は
、マ
イ
カ
ー
通
勤
に
よ
る
投
資
コ
ス

ト
と
従
業
員
の
病
気
休
暇
の
削
減
と
い
っ

た
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
メ
リ
ッ
ト
が
示
さ
れ
て
お

り
、通
勤
や
業
務
利
用
の
選
択
肢
と
し
て

自
転
車
を
導
入
す
る
こ
と
で
、Ｃ
Ｏ
２
削
減

を
試
み
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、自
転
車

を
社
会
に
定
着
さ
せ
る
た
め
に
、観
光
だ
け

で
な
く
、日
常
利
用
や
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
自

転
車
を
位
置
づ
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
が

み
ら
れ
る
。こ
れ
に
対
し
て
、日
本
の
現
状

で
は
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
が
特
別
な
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。特

に
、自
転
車
利
用
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
と

し
て
高
価
な
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
に
乗
る
こ
と
が
、

ス
ポ
ー
ツ
や
フ
ァッ
シ
ョン
と
し
て
定
着
し
て

い
る
傾
向
は
、日
本
を
は
じ
め
と
し
た
東
南

ア
ジ
ア
に
み
ら
れ
る
特
殊
な
状
況
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
が
転
換
す
る
兆
候
が

い
く
つ
か
み
ら
れ
、そ
の
一つ
が
、今
回
紹
介

し
て
き
た
都
市
部
で
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
サ
イ

ク
ル
や
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
導
入
で
あ
る
。

さ
ら
に
、電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
の
登
場
に

よ
っ
て
、こ
れ
ま
で
自
転
車
の
利
用
に
む
い

て
い
な
い
と
さ
れ
て
い
た
坂
の
あ
る
エ
リ
ア

や
山
間
部
な
ど
で
の
活
用
が
拡
大
し
て
い

る
。中
山
間
地
域
で
の
観
光
利
用
で
の
導

入
も
み
ら
れ
る
。特
に
、電
動
マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
は
ヨ
ー
ロッ
パ
で
は
自
転
車
市
場
の
２

割
を
占
め
る
ほ
ど
の
人
気
が
あ
り
、車
体
価

格
や
バッ
テ
リ
ー
を
使
っ
た
際
の
走
行
距
離
、

ト
ラ
ブ
ル
時
の
対
応
と
いっ
た
課
題
は
あ
る

も
の
の
、今
後
も
成
長
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　　　
現
在
、自
転
車
観
光（
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
）の
展
開
と
し
て
、滋
賀
県
が
力
を
入

れ
る「
ビ
ワ
イ
チ
」が
あ
る
。し
か
し
残
念

な
が
ら「
ビ
ワ
イ
チ
」に
よ
る
地
域
への
イ
ン

パ
ク
ト
は
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
。県
に
よ
る

と
、琵
琶
湖
一
周
を
し
て
い
る
人
は
約
７・２

万
人
、昨
年
度
比
20
％
の
増
加
と
推
計
さ

れ
て
い
る
が
、ビ
ワ
イ
チ
の
ユ
ー
ザ
ー
は
地

域
に
立
ち
寄
ら
な
い
。琵
琶
湖
一
周
を
１
日

で
こ
な
す
日
帰
り
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
が
67
％

を
占
め
て
い
る
の
だ
。

　
彦
根
に
は
３
つ
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
が
あ

り
、移
動
距
離
と
ニ
ー
ズ
に
よ
っ
て
上
手
く

役
割
分
担
が
行
わ
れ
て
い
る
。「
駅
り
ん
く

ん
」は
、シ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
と
呼
ば
れ
る
自
転

車
で
、彦
根
城
や
周
辺
商
店
街
な
ど
近
距

離
移
動
を
。彦
根
市
が
提
供
す
る「
め
ぐ

り
ん
こ
」は
、シ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
よ
り
も
走
り

や
す
い
ス
ポ
ー
テ
ィ
な
車
体
や
電
動
ア
シ
ス

ト
自
転
車
で
、多
賀
大
社
や
豊
郷
小
学
校

な
ど
の
湖
東
地
域
４
町
の
エ
リ
ア
を
、近
江

鉄
道
の
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
と
連
動
し
な
が

ら
、中
距
離
圏
内
の
移
動
を
支
え
て
い
る
。

そ
し
て「
ビ
ワ
イ
チ
」は
、ロ
ー
ド
バ
イ
ク
な

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
が
主
流
と
な
っ
て
お

り
、琵
琶
湖
一
周
や
長
距
離
サ
イ
ク
リ
ン
グ

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
る
。

　
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
を
導
入
す
る
こ

と
を
目
的
に
す
る
こ
と
は
本
末
転
倒
で
あ

り
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
は
、目
指
す
街

づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し

て
活
用
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
自
転
車
を

利
用
す
る
こ
と
で
、市
民
生
活
が
ど
の
よ

う
に
変
わ
る
の
か
、具
体
的
な
手
段
や
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
と
も
に
、社
会
全
体
を
ど
う
変

え
て
い
く
の
か
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
や
ビ
ジ
ョ

ン
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。こ
の
点
に
お

い
て
、ま
ず
取
り
組
む
べ
き
は
、車
中
心
の

ま
ち
づ
く
り
・
都
市
計
画
の
あ
り
方
か
ら

脱
却
す
る
こ
と
が
、出
発
点
に
な
る
だ
ろ

う
。コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
は
単
な
る
交

通
政
策
で
は
な
く
、都
市
戦
略
の一
部
と
し

て
展
開
で
き
る
ツ
ー
ル
で
あ
り
、彦
根
の
環

境
、交
通
、市
民
生
活
に
お
い
て
ど
の
よ
う

な
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
か
が
課

題
で
あ
る
。

　
導
入
段
階
や
、運
営
段
階
に
お
い
て
も

一
定
の
コ
ス
ト
を
必
要
と
す
る
た
め
、ま
ち

づ
く
り
の
目
標
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ

る
。そ
の
た
め
の
移
動
手
段
と
し
て
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
が
適
切
か
ど
う
か
、他
の

交
通
機
関
と
の
連
携
を
ど
の
よ
う
に
行
う

の
か
等
に
つ
い
て
、ニ
ー
ズ
や
課
題
の
整
理

を
行
っ
た
上
で
意
思
決
定
し
て
い
く
こ
と

と
な
ろ
う
。ま
た
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、交

通
事
業
者
、商
工
・
観
光
事
業
者
、自
転
車

修
理
事
業
者
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
団
体
な
ど

幅
広
い
関
係
者
と
の
連
携
が
必
要
と
な
り

そ
う
だ
。

　
高
齢
化
・
人
口
減
少
・
環
境
重
視
の
時

代
に
あ
っ
て
、彦
根
の
都
市
戦
略
と
し
て
、

自
転
車
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
け
ば

よ
い
だ
ろ
う
か
。市
民
生
活
に
お
い
て
は
健

康
促
進
や
公
共
交
通
か
ら
の
、観
光
集
客

の
側
面
か
ら
は
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
な
ど
の
ア

プ
ロ
ー
チ
も
あ
る
。
事
例
と
し
て
前
述
し

た「Euro V
elo

」か
ら「Silver C

yclist 
Project

」の
取
り
組
み
が
あ
っ
た
よ
う
に
、

「
ビ
ワ
イ
チ
」を
活
用
し
た
彦
根（
湖
東
圏

域
）の「Silver C

yclist Project

」に

取
り
組
む
こ
と
は
、ま
ち
な
か
の
活
性
化
に

も
繫
が
る
こ
と
だ
ろ
う
。ま
た
、日
常
に
限

ら
ず
観
光
客
の
動
態
を
、部
分
的
な
集
計

に
よ
る
推
計
で
は
な
く
、よ
り
現
実
に
近
い

デ
ー
タ
を
収
集
、分
析
す
る
必
要
も
あ
り

そ
う
だ
。コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
の
仕
組

み
を
導
入
す
れ
ば
、こ
れ
ら
の
公
共
交
通

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
実
態
を
一
元
化
す
る
シ
ス

テ
ム
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
徒
歩
で
の
行
動
範
囲
は
８
０
０
メ
ー
ト

ル
、自
転
車
を
利
用
す
る
と
２
・
６
キ
ロ
に

拡
大
す
る
。そ
し
て
、公
共
交
通
は
使
っ
て

こ
そ
利
便
性
が
向
上
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
市
場
は
年
々

拡
大
し
、国
内
で
は
２
３
２
億
円（
２
０
１

４
年
）、世
界
で
は
２
０
１
３
年

に
１
５
０
億
ド
ル
、２
０
２
５
年

に
は
約
３
３
５
０
億
ド
ル
規
模

に
成
長
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

シ
ェ
ア
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
経

済
は
社
会
を
変
え
つ
つ
あ
り
、更

に
、環
境
負
荷
の
軽
減
や
経
済

活
性
化
と
いっ
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

可
能
性
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
サ
イ
ク
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
を
登
載
し
た

自
転
車
は
、ユ
ー
ザ
ー
の
属
性
と

移
動
情
報
を
ト
レ
ー
ス
し
蓄
積

で
き
る
だ
け
で
な
く
、リ
ア
ル
な

情
報
を
送
信
す
る
こ
と
も
で
き

る
。シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー

と
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
生
み
出
す
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
眠
って
い
る
。 

（
協
力 

N
P
O
法
人 

と
ん
が
る
ち
か
ら
研
究
所
）

▶Mobike 札幌

M
obike

札
幌
で
ロ
ー
ン
チ

▶ニュージーランド・クライストチャーチ「nextbike」
http://www.nextbike.co.nz/en/
スマホアプリで登録、決済をするタイプ

▶台湾・高雄「C-bike」　http://www.c-bike.com.tw/Portal
クレジットカードで登録、決済をするタイプ

▶マレーシア 「linkbike」　https://www.linkbike.my
観光利用の促進ではなく、渋滞緩和や大気汚染削減など環境政策の
一環として導入されている

＊
ロ
ー
ン
チ…

新
し
い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
世
に
送
り
出
す
こ
と
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レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

サ
イ
ク
ル（
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
や
シ
ェ
ア

バ
イ
ク
と
も
呼
ば
れ
る
）と
の
明
確
な
定

義
は
な
い
。こ
こ
で
は
以
下
の
よ
う
に
区

別
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　

ど
ち
ら
も
バ
イ
ク（
サ
イ
ク
ル
・
自
転

車
）を
借
り
て
利
用
す
る
こ
と
に
変
わ
り

は
な
い
。レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
は
、設
置
さ

れ
た
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
ポ
ー
ト
）と
呼
ば

れ
る
施
設
で
自
転
車
を
借
り
、同
じ
場
所

に
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
は
、設
置
さ
れ
た
複
数

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
貸
出
と
返
却
を
自

由
に
で
き
る
。好
き
な
と
き
に
借
り
、目

的
地
に
あ
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
返
却
す

れ
ば
よ
い
。

　
設
置
の
目
的
か
ら
考
え
る
と
、レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
は
鉄
道
駅
や
拠
点
施
設
に
隣

接
し
て
設
置
さ
れ
た
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

中
心
に
、エ
リ
ア
内
で
の
往
復
や
観
光
利

用
が
目
的
と
な
る
。多
く
の
場
合
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
窓
口
で
、申
込
の
手
続
き
や
現

金
に
よ
る
支
払
い
を
済
ま
せ
た
後
、自
転

車
の
利
用
が
可
能
と
な
る
。ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
営
業
時
間
が
利
用
可
能
時
間
で
あ

り
、利
用
時
間
の
延
長
や
変
更
な
ど
が
生

じ
た
場
合
、連
絡
や
返
却
時
に
追
加
支
払

い
手
続
き
が
必
要
と
な
る（
有
人
対
応
）。

　

こ
れ
に
対
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ

ク
ル
は
、観
光
利
用
で
は
な
く
、コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
や
公
共
交
通
と
の

連
携（
渋
滞
緩
和
な
ど
交
通
施
策
・
大
気

汚
染
削
減
な
ど
環
境
政
策
）を
目
的
と
し

て
い
る
。ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
自
転
車
と
空

き
ス
ペ
ー
ス
が
あ
れ
ば
24
時
間
利
用
可

能
。ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン（A

PP

）で
決
済

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
は
１
９
６

０
年
代
に
オ
ラ
ン
ダ
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

で
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。放
置
自
転

車
を
白
く
塗
り「
ホ
ワ
イ
ト
バ
イ
ク
」と

名
付
け
て
、ま
ち
な
か
に
配
置
し
、誰
で

も
無
料
で
使
え
る
よ
う
に
し
た
の
だ
。た

だ
、こ
の
試
み
は
ホ
ワ
イ
ト
バ
イ
ク
と
い

う
粗
大
ゴ
ミ
を
街
に
ま
き
散
ら
か
す
結

果
と
な
っ
た
。借
り
る
側
の
認
証
と
車
体

の
移
動
管
理
、そ
し
て
課
金
を
し
な
け
れ

ば
、こ
の
シ
ス
テ
ム
は
成
り
立
た
な
か
っ

た
の
だ
。

　
２
０
０
５
年
の
リ
ヨ
ン
、２
０
０
７
年

パ
リ
の「vélo'v （
ヴ
ェ
ロ
ヴ
）」成
功
に

よ
っ
て
、世
界
に
広
が
る
こ
と
に
な
る
。

「vélo'v

」は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
事
前

登
録
や
Ｉ
Ｃ
タ
グ
に
よ
る
車
体
管
理
の

仕
組
み
を
シ
ェ
ア
バ
イ
ク
の
シ
ス
テ
ム

と
し
て
確
立
し
た
。

　
以
後
、公
共
交
通
と
し
て
の
普
及
が
爆

発
的
に
進
み
、現
在
、世
界
の
６
０
０
以

上
の
都
市
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。上
海
や

杭
州
は
大
規
模
な
シ
ス
テ
ム
を
有
し
、パ

リ
や
ロ
ン
ド
ン
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
シ
ス

テ
ム
は
実
用
的
で
効
果
の
高
い
移
動
手

段
と
し
て
、通
勤
・
通
学
な
ど
日
常
の
交

通
手
段
と
し
て
稼
働
し
て
い
る（
観
光
利

用
も
可
）。

　
お
お
よ
そ
、パ
リ
は
１
７
０
０
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
・
自
転
車
２
万
３
０
０
０
台
、ロ

ン
ド
ン
は
７
０
０
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
自
転

車
１
万
台
以
上
と
い
う
規
模
で
普
及
し

て
い
る
。

　
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の「N

ew
 York C

iti 
bike

」の
場
合
、本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し

た
２
０
１
３
年
５
月
の
時
点
で
、マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
を
中
心
に
３
３
２
の
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
約
６
０
０
０
台
の
自
転
車
が

設
置
さ
れ
、２
０
１
６
年
に
は
６
０
０
以

上
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
約
８
０
０
０
台
の

自
転
車
が
設
置
さ
れ
る
に
至
っ
た
。ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
数
は
３
年
で
２
倍
ち
か

く
増
え
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き

た
い
。圧
倒
的
な
数
と
イ
ン
フ
ラ
が
存
在

し
て
こ
そ
、ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
初
め
て

都
市
交
通
と
し
て
利
便
性
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
。コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

サ
イ
ク
ル
の
運
用
に
お
い
て
、ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
密
度
が
高
い
ほ
ど
、利
用
回
数（
回
転

数
）が
高
い
傾
向
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
国
内
の
提
供
サ
ー
ビ
ス
は
、海
外

と
比
較
す
る
と
、低
密
度
・
小
規
模
な
サ
ー

ビ
ス
が
多
く
見
ら
れ
る（
参
考:「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
サ
イ
ク
ル
の
取
組
等
に
つ
い
て
」国
土

交
通
省
都
市
局
街
路
交
通
施
設
課)

。

　　　
こ
れ
ま
で
日
本
に
お
い
て
、自
転
車
は
私

的
な
移
動
手
段
で
あ
り
、バ
ス
や
鉄
道
な
ど

と
同
じ
公
共
交
通
の
手
段
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。し
か
し
、こ
の

公
共
性
を
劇
的
に
変
え
る
サ
ー
ビ
ス
が
出

現
し
た
。そ
れ
が
、「M

obike

（
モ
バ
イ
ル

+

バ
イ
ク
）」で
あ
る
。乗
り
た
い
と
き
に
乗

る
・
目
的
地
に
合
わ
せ
て
返
却
・Ｇ
Ｐ
Ｓ
と

融
合
し
た
Ｉｏ
Ｔ
が
搭
載
さ
れ
た
最
新
の
バ

イ
ク
シェア
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。サ
イ
ク
リ

ン
グ
を
更
に
便
利
で
、親
し
み
や
す
く
、ス

マ
ー
ト
に
す
る
こ
と
で
、世
界
中
の
都
市
と

人
々
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

M
obike

は
、提
供
さ
れ
て
い
る
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン（A

PP

）と
連
動
し
た
自
転
車

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
だ
。APP

を
イ
ン

ス
ト
ー
ル
す
る
こ
と
で
利
用
が
可
能
に
な
る
。

利
用
料
金
はA

PP

を
通
し
て
決
済
さ
れ
る
。

１【
探
す
】近
く
に
あ
る
自
転
車
をA

PP

　

で
探
す

２【
解
錠
】自
転
車
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス

　

キ
ャ
ン
し
て
解
錠
す
る

３【
乗
る
】目
的
地
ま
で
乗
る

４【
施
錠
】目
的
地
の
駐
輪
場
に
自
転
車
を

　

を
停
め
る

５【
シ
ェ
ア
】空
き
自
転
車
と
し
てA

PP

　

に
表
示
さ
れ
、車
体
は
次
の
ユ
ー
ザ
ー

　

が
使
用
可
能
と
な
る
。

　

M
obike

は
今
、最
も
稼
働
し
て
い
る

Ｉｏ
Ｔ
デ
バ
イ
ス
で
、登
録
利
用
者
数
１
億

人
、運
用
自
転
車
の
台
数
は
５
０
０
万
台

を
超
え
、現
在
も
急
速
に
成
長
し
続
け
て

い
る
。

　
ス
マ
ー
ト
バ
イ
ク
シ
ェ
ア
カ
ン
パ
ニ
ー
で

あ
る
株
式
会
社
モ
バ
イ
ク
の
創
立
者
は
Ｕ

ｂｅｒ
上
海
の
元
Ｇ
Ｍ
で
あ
る
。２
０
１
６

年
４
月
に
上
海
で
正
式
にM

obike

の

サ
ー
ビ
ス
を
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
短
期
間

で
世
界
１
６
０
都
市
以
上
へ
拡
大
し
、世

界
中
で
１
日
に
２
５
０
０
万
回
以
上
利
用

さ
れ
た
。ロ
ー
ン
チ
後
、約
12
ヶ
月
と
い
う

短
期
間
で
ユ
ー
ザ
ー
は
25
億
キ
ロ
の
ラ
イ

ド
を
し
た
こ
と
に
な
り
、こ
れ
は
61
万
ト
ン

以
上
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
を
削
減
し
た
こ
と

と
同
等
だ
とW

W
W
 C
hina

は
評
価

し
て
い
る
。

　
こ
のM

obike

が
、２
０
１
７
年
７
月
24

日
、イ
タ
リ
ア
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
大
陸
初
の
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、同
日
、

ミ
ラ
ノ
で
も
ロ
ー
ン
チ
す
る
計
画
を
発
表

し
た
。更
に
、日
本
に
お
い
て
も
８
月
22
日
、

札
幌
市
の
中
心
部
に
あ
る「
札
幌
市
北
３

条
広
場(

ア
カ
プ
ラ)

」で
、日
本
で
初
と
な

る
ロ
ー
ン
チ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、サ
ー
ビ

ス
を
開
始
し
た（
デ
ポ
ジ
ッ
ト
：
３
０
０
０

円
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
価
格 

開
始
時
期
未
定
：

50
円
／
30
分※

す
べて
税
込)

　
株
式
会
社
モ
バ
イ
ク
は
、２
０
１
７
年
６

月
に
日
本
支
社
と
な
る
モ
バ
イ
ク
・
ジ
ャ
パ

ン
株
式
会
社
を
設
立
。
各
地
の
行
政
、民

間
事
業
者
と
協
議
を
行
い
な
が
ら
準
備
を

進
め
、中
国
展
開
し
て
い
る「
ど
こ
で
も
返

却
可
能
な
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
レ
ス
」で
は
な
く
、

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
民
間
企

業（
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
事
業
を
行
う「
株
式
会
社

サ
ッ
ポ
ロ
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
ー
」、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
チ
ェ
ー
ン
の
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
を
運
営
す

る「
株
式
会
社
セ
コ
マ
」、白
い
恋
人
な
ど
を
製

造
す
る
菓
子
メ
ー
カ
ー「
石
屋
製
菓
株
式
会
社
」、

ビ
ル
・
不
動
産
管
理
の「
株
式
会
社
藤
井
ビ
ル
」

な
ど
）と
の
連
携
に
よ
って
駐
輪
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
し
た
。

　
更
に
、札
幌
市
、一
般
財
団
法
人
さ
っ
ぽ

ろ
産
業
振
興
財
団
、No M

aps

実
行
委

員
会
と
連
携
し
、Mobike

の
利
用
で
蓄

積
さ
れ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を「
札
幌
市
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」へ
提
供
す
る

協
議
を
進
め
て
い
る
。
札
幌
で
披
露
さ
れ

た
サ
ー
ビ
ス
は
、年
内
に
福
岡
を
は
じ
め
と

し
た
10
都
市
程
度
で
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す

る
予
定
と
発
表
し
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
、「N

ew
 York C

iti bike

」

の
場
合
、自
転
車
に
内
蔵
さ
れ
た
Ｇ
Ｐ
Ｓ

機
能
で
移
動
情
報
が
蓄
積
、オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
と
し
て
公
開
さ
れ
、誰
も
が
利
用

可
能
と
な
って
い
る
。マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
デ
ー

タ
と
し
て
も
利
用
で
き
、ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

（https://w
w
w
.citibikenyc.com

/
system

-data

）。

　　
現
在
、日
本
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
は

87
都
市
で
本
格
導
入
さ
れ
て
い
る（
平
成

28
年
10
月
１
日
現
在
）。導
入
の
目
的
は
、

公
共
交
通
の
機
能
保
管（
58
都
市
）、観
光

戦
略
の
推
進（
55
都
市
）、地
域
の
活
性
化

（
47
都
市
）が
上
位
を
占
め
て
い
る
が
、前

述
し
た
よ
う
に
、い
ず
れ
も
低
密
度
・
小
規

模
な
サ
ー
ビ
ス
と
な
って
い
る
。

　
滋
賀
県
内
で
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
を

提
供
し
て
い
る
と
回
答
し
た
自
治
体
は
、

長
浜
市（
８
拠
点 

１
４
７
台
）・
米
原
市

（
２
拠
点 

15
台
）・
彦
根
市
・
多
賀
町
・
豊

郷
町（
６
拠
点
83
台
）で
あ
る
が
、そ
の
運

用
台
数
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
密
度
を
ふ
ま

え
る
と
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
と
し
て
は

か
な
り
小
規
模
な
う
え
に
、密
度
も
非
常

に
低
く
な
って
い
る
。

　
県
内
で
提
供
さ
れ
て
い
る
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

サ
イ
ク
ル
の
実
態
は
、従
来
型
の
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
が
い
く
つ
か
結
合
し
、広
域
エ
リ
ア

を
カ
バ
ー
し
て
い
る
と
い
え
る
。近
年
の
自

転
車
ブ
ー
ム
を
受
け
て
、グ
レ
ー
ド
の
高
い

ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
の
車
体
を
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
は
、従
来
型
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

の
パ
タ
ー
ン
が
多
い
。

　
国
内
で
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
の
普

及
展
開
が
伸
び
悩
む
一つ
の
要
因
と
し
て
、

費
用
の
問
題
が
あ
げ
ら
れ
る
。ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
設
置
や
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
は
１

億
円
以
上
の
初
期
投
資
が
必
要
で
あ
り
、

運
用
に
あ
た
っ
て
は
毎
年
１
千
万
円
単
位

の
費
用
が
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。こ
の

点
、従
来
型
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
は
、初
期

投
資
と
し
て
は
、車
体
の
購
入
と
拠
点
施

設
の
確
保
。運
用
面
で
は
、施
設
や
車
体
の

維
持
管
理
費
、運
用
人
件
費
が
主
な
項
目

で
あ
る
た
め
、手
軽
に
始
め
ら
れ
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
が
あ
げ
ら
れ
る
。
更
に
、施
設
管

理
に
付
随
す
る
貸
出
作
業
は
有
人
対
応
と

な
る
た
め
、単
に
機
械
的
な
貸
出
や
迅
速
な

手
続
き
に
と
ど
ま
ら
ず
、セ
ー
フ
テ
ィ
ト
ー

ク
や
走
り
や
す
い
車
体
の
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
な

ど
の
最
低
限
の
安
全
管
理
や
見
ど
こ
ろ
、

食
事
ど
こ
ろ
な
ど
の
観
光
情
報
の
提
供
機

能
を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
利
用

者
は
、ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
な
ど
施
設
へ
連
絡

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、的
確
な
サ
ポ
ー
ト
と

指
示
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

　　
日
本
で
自
転
車
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く

り
や
成
功
事
例
と
い
う
と
、し
ま
な
み
海

道
に
代
表
さ
れ
る
、自
転
車
に
関
係
す
る

業
界
や
一
部
の
業
者
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

成
功
に
目
を
奪
わ
れ
が
ち
だ
が
、こ
れ
は
、

彦
根
が
、滋
賀
県
や「
ビ
ワ
イ
チ
」が
目
指

す
方
向
性
で
は
な
い…

の
か
も
し
れ
な
い
。

　
現
在
、ま
ち
な
か
に
賑
わ
い
を
と
り
も
ど

す
た
め
に
、オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
や
パ
ブ
リ
ッ

ク
ス
ペ
ー
ス
で
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
実
験
が

行
わ
れ
て
い
る
。こ
れ
ら
の
モ
デ
ル
と
な
っ

て
い
る
の
が
、デ
ン
マ
ー
ク
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ

ン
や
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
あ
り
、

ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー

チ
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
都
市
で
は
、ヤ
ン
・
ゲ
ー
ル

（Jan G
ehl

）が
提
唱
す
る
、人
間
中
心
の

ま
ち
づ
く
り
や
都
市
計
画
の
考
え
方
が
基

本
に
あ
る
。そ
こ
で
は
自
転
車
は
、車
中
心

の
社
会
や
ま
ち
づ
く
り
か
ら
脱
却
し
た
先

に
あ
る
、人
間
ら
し
い
暮
ら
し
を
す
る
た
め

の
有
効
な
移
動
手
段
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
機
能
し
て
い
る
。

　
観
光
客
や
来
街
者
の
た
め
だ
け
に
自
転

車
の
利
用
環
境
が
整
備
さ
れ
る
の
で
は
な

く
、共
通
し
た
都
市
戦
略
と
し
て
、郊
外
に

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
の
機
能
を
持
ち
、中

心
部
で
は
歩
行
者
空
間
、自
転
車
の
走
行

ビワイチの基礎知識
●ビワイチ：びわ湖を自転車で一周すること　
　びわ湖一周は200km・平均走行速度は、初心者が約
　10km/h、上級者で約20km/h
●車体：スポーツバイク、クロスバイク、ロードバイク
　変速機付き／両輪はずしやすい≒スタンドなし
　空気入れ／バルブぐち：英仏式
●服装
　スポーツ派：サイクルジャージ・レーサーパンツ・ビン
　ディングシューズ　
　アウトドア派：アウトドアパーカー・チノパン・運動靴
●人気の走行シーズン
　3月：春休み／卒業旅行・5月：ＧＷ・8月：お盆・9月：
　シルバーウィーク・10月：体育の日
　推計は難しいが、20万人までは増える!?
　
現在の取り組み
●安全・安心な自転車利用促進：交通戦略課
　・サイクルサポートステーション（ＣＳＳＴ）の拡充　　
　  H28：126カ所⇨H29：200カ所
　・サイクルツアーガイド養成
　  レンタサイクルの利便性向上・拠点開発・タンデム自  
　  転車の利用研究・湖上交通との連携によるショート  
　  ビワイチ開発
●走行環境整備の状況：道路課
　びわ湖よしぶえロード(25km)、びわ湖レイクサイド自
　転車道(16km)の整備以降
　2015年 近江八幡800m／湖北町750m／新旭町
　1km
　2016年米原駅2km／湖北町-大浦20km／彦根駅
　2km／+ルートマップ+サイン整備
　2017 年路面標示（20km）・走行空間整備（3カ所）
●ビワイチ観光の推進
　県庁ビワイチ推進室発足⇨ビワイチ推進総合計画の
　策定・観光ルート・グッズ開発・FAMツアー
　その他、各種イベントへの広報・サイクルラック・駐輪
　施設（スポーツ健康課）・湖岸緑地などでの休憩拠点
　づくり調査（都市計画課）
 
今後の方向性と展望
多様な「ビワイチ」へのシフトと模索：内陸部への周遊等
ユニバーサルなビワイチ：社会課題としての交通モード
の再構築へ
●ゆっくり「ビワイチ」の環境整備
　競技、若者→海外旅行客に続く、次の展開
　親子、高齢者、障がい者……タンデム自転車・電動アシ
　スト自転車・シニアカー
　最大の課題は、湖岸道路の交通量
　自動車、スポーツバイクの速度を落とすしかけ
●びわ湖で食べていける人材の育成（＋それぞれの地域
　の魅力を、自分たちの言葉で語れるように）

空
間
を
確
保
す
る
こ
と
で
、通
過
速
度
を

落
と
す
と
と
も
に
、オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
な
ど

で
滞
留
時
間
を
増
や
し
、賑
わ
い
を
と
り

も
ど
す
、と
い
う
方
向
で
あ
る
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、こ
れ
ら
の
都
市
政
策

と
連
動
す
る
形
で
、EU

やECF

（The Eu-
ropean C

yclists' Federation

）な
ど

団
体
が
中
心
と
な
り
、各
都
市
や
市
民
団

体
だ
け
で
な
く
、国
や
広
域
な
エ
リ
ア
で
モ

デ
ル
事
例
を
構
築
し
、普
及
に
取
り
組
ん
で

い
る
。例
え
ば
、Euro V

elo

（The Euro-
pean cycle route netw

ork

）と
い

う
15
の
ル
ー
ト
、７
万
キ
ロ
に
お
よ
ぶ
大
陸

間
を
自
転
車
で
移
動
す
る
ル
ー
ト
整
備
が

進
ん
で
い
る
。さ
ら
に
各
国
で
、こ
の
ル
ー

ト
を
使
っ
て
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
休
暇
を
取
る

高
齢
者
を
増
や
すSilver C

yclists 
Project

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
こ
のSilver C

yclist Project

は
、シ

ニ
ア
観
光
客
の
流
れ
を
増
や
す
こ
と
で
、観

光
に
関
わ
る
雇
用
を
増
や
し
、ル
ー
ト
付
近

の
ホ
テ
ル
や
カ
フ
ェ
な
ど
に
利
益
を
も
た
ら

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。さ
ら
に
具
体

的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
と
し
て
、40
の

ア
イ
デ
ア
と
５
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
、１
０
０
の

パ
イ
ロッ
ト
製
品
の
開
発
、プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、大
学
と
連
携
し
た
効

果
測
定
と
検
証
と
い
っ
た
項
目
が
並
ん
で

い
る
。

　
日
本
の
自
転
車
や
観
光
を
取
り
巻
く
学

会
や
研
究
会
が
、利
用
者
や
消
費
動
向
、走

行
環
境
の
分
析
と
いっ
た
研
究
の
た
め
の
研

究
の
枠
を
超
え
ら
れ
な
い一方
で
、ヨ
ー
ロッ

パ
で
は
、関
係
す
る
団
体
が
次
々
と
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
打
ち
出
し
、そ
の
成
果
に
は
、必

ず
政
策
や
具
体
的
な
ツ
ア
ー
の
商
品
開
発

が
含
ま
れ
て
い
る
。こ
う
し
た
取
り
組
み
を

続
け
る
こ
と
で
、観
光
地
と
し
て
の
魅
力
や

ブ
ラ
ン
ド
を
支
え
る
一
翼
を
担
っ
て
い
る
の

だ（http://w
w
w
.eurovelo.org

）。

　
一
方
で
、日
常
生
活
に
お
い
て
自
転
車
を

継
続
的
に
利
用
す
る
こ
と
は
身
体
や
健
康

に
よ
い
た
め
、長
期
的
に
見
れ
ば
社
会
保
障

費
の
削
減
に
つ
な
が
る
と
いっ
た
こ
と
は
誰

し
も
が
理
解
で
き
る
。
事
例
と
し
て
、

Bike2W
ork

と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ

る
。従
業
員
に
と
っ
て
は
、健
康
や
体
重
管

理
、通
勤
費
の
節
約
と
いっ
た
効
果
や
雇
用

者
に
は
、マ
イ
カ
ー
通
勤
に
よ
る
投
資
コ
ス

ト
と
従
業
員
の
病
気
休
暇
の
削
減
と
い
っ

た
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
メ
リ
ッ
ト
が
示
さ
れ
て
お

り
、通
勤
や
業
務
利
用
の
選
択
肢
と
し
て

自
転
車
を
導
入
す
る
こ
と
で
、Ｃ
Ｏ
２
削
減

を
試
み
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、自
転
車

を
社
会
に
定
着
さ
せ
る
た
め
に
、観
光
だ
け

で
な
く
、日
常
利
用
や
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
自

転
車
を
位
置
づ
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
が

み
ら
れ
る
。こ
れ
に
対
し
て
、日
本
の
現
状

で
は
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
が
特
別
な
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。特

に
、自
転
車
利
用
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
と

し
て
高
価
な
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
に
乗
る
こ
と
が
、

ス
ポ
ー
ツ
や
フ
ァッ
シ
ョン
と
し
て
定
着
し
て

い
る
傾
向
は
、日
本
を
は
じ
め
と
し
た
東
南

ア
ジ
ア
に
み
ら
れ
る
特
殊
な
状
況
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
が
転
換
す
る
兆
候
が

い
く
つ
か
み
ら
れ
、そ
の
一つ
が
、今
回
紹
介

し
て
き
た
都
市
部
で
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
サ
イ

ク
ル
や
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
導
入
で
あ
る
。

さ
ら
に
、電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
の
登
場
に

よ
っ
て
、こ
れ
ま
で
自
転
車
の
利
用
に
む
い

て
い
な
い
と
さ
れ
て
い
た
坂
の
あ
る
エ
リ
ア

や
山
間
部
な
ど
で
の
活
用
が
拡
大
し
て
い

る
。中
山
間
地
域
で
の
観
光
利
用
で
の
導

入
も
み
ら
れ
る
。特
に
、電
動
マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
は
ヨ
ー
ロッ
パ
で
は
自
転
車
市
場
の
２

割
を
占
め
る
ほ
ど
の
人
気
が
あ
り
、車
体
価

格
や
バッ
テ
リ
ー
を
使
っ
た
際
の
走
行
距
離
、

ト
ラ
ブ
ル
時
の
対
応
と
いっ
た
課
題
は
あ
る

も
の
の
、今
後
も
成
長
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　　　
現
在
、自
転
車
観
光（
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
）の
展
開
と
し
て
、滋
賀
県
が
力
を
入

れ
る「
ビ
ワ
イ
チ
」が
あ
る
。し
か
し
残
念

な
が
ら「
ビ
ワ
イ
チ
」に
よ
る
地
域
への
イ
ン

パ
ク
ト
は
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
。県
に
よ
る

と
、琵
琶
湖
一
周
を
し
て
い
る
人
は
約
７・２

万
人
、昨
年
度
比
20
％
の
増
加
と
推
計
さ

れ
て
い
る
が
、ビ
ワ
イ
チ
の
ユ
ー
ザ
ー
は
地

域
に
立
ち
寄
ら
な
い
。琵
琶
湖
一
周
を
１
日

で
こ
な
す
日
帰
り
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
が
67
％

を
占
め
て
い
る
の
だ
。

　
彦
根
に
は
３
つ
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
が
あ

り
、移
動
距
離
と
ニ
ー
ズ
に
よ
っ
て
上
手
く

役
割
分
担
が
行
わ
れ
て
い
る
。「
駅
り
ん
く

ん
」は
、シ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
と
呼
ば
れ
る
自
転

車
で
、彦
根
城
や
周
辺
商
店
街
な
ど
近
距

離
移
動
を
。彦
根
市
が
提
供
す
る「
め
ぐ

り
ん
こ
」は
、シ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
よ
り
も
走
り

や
す
い
ス
ポ
ー
テ
ィ
な
車
体
や
電
動
ア
シ
ス

ト
自
転
車
で
、多
賀
大
社
や
豊
郷
小
学
校

な
ど
の
湖
東
地
域
４
町
の
エ
リ
ア
を
、近
江

鉄
道
の
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
と
連
動
し
な
が

ら
、中
距
離
圏
内
の
移
動
を
支
え
て
い
る
。

そ
し
て「
ビ
ワ
イ
チ
」は
、ロ
ー
ド
バ
イ
ク
な

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
が
主
流
と
な
っ
て
お

り
、琵
琶
湖
一
周
や
長
距
離
サ
イ
ク
リ
ン
グ

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
る
。

　
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
を
導
入
す
る
こ

と
を
目
的
に
す
る
こ
と
は
本
末
転
倒
で
あ

り
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
は
、目
指
す
街

づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し

て
活
用
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
自
転
車
を

利
用
す
る
こ
と
で
、市
民
生
活
が
ど
の
よ

う
に
変
わ
る
の
か
、具
体
的
な
手
段
や
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
と
も
に
、社
会
全
体
を
ど
う
変

え
て
い
く
の
か
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
や
ビ
ジ
ョ

ン
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。こ
の
点
に
お

い
て
、ま
ず
取
り
組
む
べ
き
は
、車
中
心
の

ま
ち
づ
く
り
・
都
市
計
画
の
あ
り
方
か
ら

脱
却
す
る
こ
と
が
、出
発
点
に
な
る
だ
ろ

う
。コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
は
単
な
る
交

通
政
策
で
は
な
く
、都
市
戦
略
の一
部
と
し

て
展
開
で
き
る
ツ
ー
ル
で
あ
り
、彦
根
の
環

境
、交
通
、市
民
生
活
に
お
い
て
ど
の
よ
う

な
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
か
が
課

題
で
あ
る
。

　
導
入
段
階
や
、運
営
段
階
に
お
い
て
も

一
定
の
コ
ス
ト
を
必
要
と
す
る
た
め
、ま
ち

づ
く
り
の
目
標
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ

る
。そ
の
た
め
の
移
動
手
段
と
し
て
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
が
適
切
か
ど
う
か
、他
の

交
通
機
関
と
の
連
携
を
ど
の
よ
う
に
行
う

の
か
等
に
つ
い
て
、ニ
ー
ズ
や
課
題
の
整
理

を
行
っ
た
上
で
意
思
決
定
し
て
い
く
こ
と

と
な
ろ
う
。ま
た
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、交

通
事
業
者
、商
工
・
観
光
事
業
者
、自
転
車

修
理
事
業
者
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
団
体
な
ど

幅
広
い
関
係
者
と
の
連
携
が
必
要
と
な
り

そ
う
だ
。

　
高
齢
化
・
人
口
減
少
・
環
境
重
視
の
時

代
に
あ
っ
て
、彦
根
の
都
市
戦
略
と
し
て
、

自
転
車
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
け
ば

よ
い
だ
ろ
う
か
。市
民
生
活
に
お
い
て
は
健

康
促
進
や
公
共
交
通
か
ら
の
、観
光
集
客

の
側
面
か
ら
は
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
な
ど
の
ア

プ
ロ
ー
チ
も
あ
る
。
事
例
と
し
て
前
述
し

た「Euro V
elo

」か
ら「Silver C

yclist 
Project

」の
取
り
組
み
が
あ
っ
た
よ
う
に
、

「
ビ
ワ
イ
チ
」を
活
用
し
た
彦
根（
湖
東
圏

域
）の「Silver C

yclist Project

」に

取
り
組
む
こ
と
は
、ま
ち
な
か
の
活
性
化
に

も
繫
が
る
こ
と
だ
ろ
う
。ま
た
、日
常
に
限

ら
ず
観
光
客
の
動
態
を
、部
分
的
な
集
計

に
よ
る
推
計
で
は
な
く
、よ
り
現
実
に
近
い

デ
ー
タ
を
収
集
、分
析
す
る
必
要
も
あ
り

そ
う
だ
。コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
の
仕
組

み
を
導
入
す
れ
ば
、こ
れ
ら
の
公
共
交
通

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
実
態
を
一
元
化
す
る
シ
ス

テ
ム
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
徒
歩
で
の
行
動
範
囲
は
８
０
０
メ
ー
ト

ル
、自
転
車
を
利
用
す
る
と
２
・
６
キ
ロ
に

拡
大
す
る
。そ
し
て
、公
共
交
通
は
使
っ
て

こ
そ
利
便
性
が
向
上
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
市
場
は
年
々

拡
大
し
、国
内
で
は
２
３
２
億
円（
２
０
１

４
年
）、世
界
で
は
２
０
１
３
年

に
１
５
０
億
ド
ル
、２
０
２
５
年

に
は
約
３
３
５
０
億
ド
ル
規
模

に
成
長
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

シ
ェ
ア
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
経

済
は
社
会
を
変
え
つ
つ
あ
り
、更

に
、環
境
負
荷
の
軽
減
や
経
済

活
性
化
と
いっ
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

可
能
性
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
サ
イ
ク
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
を
登
載
し
た

自
転
車
は
、ユ
ー
ザ
ー
の
属
性
と

移
動
情
報
を
ト
レ
ー
ス
し
蓄
積

で
き
る
だ
け
で
な
く
、リ
ア
ル
な

情
報
を
送
信
す
る
こ
と
も
で
き

る
。シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー

と
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
生
み
出
す
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
眠
って
い
る
。 

（
協
力 

N
P
O
法
人 

と
ん
が
る
ち
か
ら
研
究
所
）

滋
賀
県
・
彦
根
市
の
現
状
と
今
後

▶彦根「めぐりんこ」

▶ビワイチ・米原駅サイクルステーション ▶近江鉄道 サイクルトレイン

photo：NPO法人五環生活

photo：NPO法人五環生活

photo：NPO法人五環生活

▶宇都宮「宮サイクルステーション」 http://miya-cyclestation.jp/
「自転車のまちうつのみや」の実現に向けて，自転車利用者のための施
設として，JR宇都宮駅西口に「宮サイクルステーション」を設置

▶金沢「まちのり」　http://www.machi-nori.jp/
市内の主要観光地に点在する19のポート＋事務局＝20カ所で貸出。
多言語（日本語、英語、中国語、韓国語）に対応。支払い方法はクレジッ
トカード、現金の2通り
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R E P O R T &  I N F O R M A T I O N
R&I

　
８
月
度
常

議
員
会
は
、

８
月
２
日
当

所
に
て
、常

議
員
18
人
、

夏
原・木
村・

中
川
副
会
頭
、

志
賀
谷
専
務

理
事
、橋
本
監

事
ら
が
出
席

し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
夏
原
副
会
頭
が
挨
拶
の
後
、木
村
副
会

頭
が
議
長
に
就
任
。議
案（
１
）新
入
会
員

10
件
を
承
認
。（
２
）（
３
）当
所
常
議
員
・
監

事
の
辞
任
に
伴
う
補
充
選
任
に
つ
い
て
、

常
議
員
に
四
方
清
文
氏（
㈱
滋
賀
銀
行
彦

根
支
店
）、監
事
に
川
村
嘉
昭
氏（
関
西
電

力
㈱
滋
賀
支
社
）を
選
任
す
る
こ
と
が
満

場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、報
告
事
項（
１
）当
所
議
員
の

職
務
を
行
う
者
の
変
更
届
、（
２
）当
所
理

財
部
会
の
部
会
長
の
辞
任
届
、（
３
）国
道

８
号
バ
イ
パ
ス
彦
根
・
東
近
江
間
の
早
期

整
備
に
関
す
る
要
望
、（
４
）部
会
お
よ
び

委
員
会
活
動
に
つ
い
て
、専
務
理
事
よ
り

そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
平
成
30
年
度
予
算
に
係
る
国
・

県
等
へ
の
要
望
に
つ
い
て
、意
見
交
換
を

行
い
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　７月24～26日の３日間当所にて、市内小学３～６年生を対象とし
たコンピュータプログラミング講座「Tech Kids CAMP in彦根」
（当所主催、㈱CA Tech Kids運営・協力、滋賀中央信用金庫協賛、
彦根市・彦根市教育委員会・滋賀大学後援）を開催しました。
　今年度の当所事業計画に基づいた未来を担うジュニア育成事業
として、滋賀県初、商工会議所主催では全国初の開催でしたが、次期
学習指導要領での必修化もあり、定員40名を大きく上回る応募が
あり、抽選にて参加者を決める程の人気となりました。
　開会式では、当所小出会頭から映画「ベイマックス」や「アイアン
マン」等を例に、学ぶことの大切さ、楽しさについて挨拶いただきま
した。続いて、滋賀中央信用金庫沼尾理事長、彦根市教育委員会善
住教育長、滋賀大学データサイエンス学部竹村学部長から激励のお
言葉をいただき、「開発スタート！」の元気な掛け声で人気ゲーム「マ
インクラフト」等を開発するプログラミングを学びました。
　子ども達は最初緊張しながらも、時にはお兄ちゃん・お姉ちゃんのよ
うに接する学生メンターの指導ですぐに打ち解け、レクレーションや

常
議
員
・
監
事
を
補
充
選
任

―
 

常
議
員
会 ―

　
当
所
木
材
・
木
工
工
業
部
会（
熊
川 

忠

部
会
長
）は
、７
月
31
日
に
幹
事
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
熊
川
部
会
長
挨
拶
の
後
、出
席
者
の
自

己
紹
介
を
行
い
協
議
に
入
り
ま
し
た
。こ

れ
ま
で
の
部
会
活
動
に
つ
い
て
事
務
局
よ

り
資
料
に
基
づ
き
説
明
。29
年
度
の
部
会

活
動
に
つ
い
て
、他
部
会
と
の
合
同
開
催

な
ど
を
協
議
し
、10
月
に
浜
松
方
面
の
工

場
見
学
会
を
日
帰
り
で
開
催
す
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　
行
政
等
へ
の
要
望
に
つ
い
て
は
、

「
木
の
ぬ
く
も
り
」を
強
調
し
、滋
賀
県
産

木
材
を
使
っ
て
欲
し
い
こ
と
。

彦
根
市
内
の
文
化
財
等
の
修
理
工
事
な
ど

の
地
元
入
札
発
注
を
検
討
し
て
い
た
だ
き

部
会
活
動
・
行
政
要
望
を
協
議  ―

 

木
材
・
木
工
工
業
部
会 ―

　理財部会は、去る８月３日当所にて、部会員67人（委
任状含む）が出席のもと総会を開催し、部会長の辞任
に伴う後任に四方清文氏（㈱滋賀銀行彦根支店長）
を満場一致で選任しました。
　また今年度事業として、１１月初旬に配偶者控除の
見直しに伴う税務・労務のポイントなど（予定）につい
てのセミナーを開催することが決まりました。
　セミナーの詳細については、確定次第本誌にてお知
らせする予定です。

部会長に四方清文氏を選任
～今年度事業計画について協議～  ― 理財部会 ―

　
彦
根
異
業
種
交
流
研
究
会（
櫻
本
武
志

会
長
）は
、７
月
21
日
に
㈲
フ
ク
ハ
ラ
フ
ァ
ー

ム
・
魚
清
に
て
、７
月
例
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
兒
島
副
会
長
の
司
会
に
よ
り
開
会
し
、

櫻
本
会
長
よ
り
挨
拶
の
後
、福
原
昭
一
会

長
よ
り
、ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
に
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　
父
か
ら
引
き
継
い
だ
農
業
で
あ
っ
た
が
、

今
後
、大
規
模
農
園
で
な
い
と
立
ち
ゆ
か

な
い
と
思
い
１
８
０
ha
級
に
一
気
に
拡
大

を
し
た
こ
と
、「
あ
い
が
も
農
法
」や
生
産

工
程
シ
ス
テ
ム
食
・
農
ク
ラ
ウ
ド「
Ａ
ｋ

ｉ
ｓ
ａ
ｉ（
秋
彩
）」を
導
入
し
I
C
T
化

に
取
り
組
ま
れ
た
こ
と
な
ど
を
伺
い
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、魚
清
に
会
場
を
移
し
、若
林
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
り
、

福
原
会
長
の
話
を
深
掘
り
し
、充
実
し
た

大
規
模
農
園
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化  ―

 

Ｇ
Ａ
Ｔ 

７
月
度
例
会 ―

昼食タイムをみんなで楽しみながら、充実した３日間を過ごしました。
　最終日には約100名の保護者・関係者が見守る中、学んだ成果を
一人ずつステージで発表し、それぞれアイデアを凝らして開発した
ゲームに大きな拍手が送られました。その後、各自が開発したゲーム
の体験会を行い、全員が無事修了書を授与され終了となりました。

※掲載を了承された事業所のみをご紹介します。（平成29年6月29日～平成29年8月2日　会員数1630件）

新入会員のご紹介　　                          ご入会ありがとうございます。
部会 事業所名 業種 代表者名 所在地

不動産業 久保山　智不動産
小売商業
小売商業

ＡＬＩＮＸ㈱
みらいず㈱ 東近江市五個荘石塚町5-1

建設業（土木工事） 吉田　和右建設業 吉田建設 彦根市松原町3660-17

北川善一 フィギュアネット販売 北川　善一
日用品小売業 彦根市鳥居本町487-1

彦根市戸賀町28-7
小売商業 古美術　太湖 古美術品販売 臼田 満利子 彦根市銀座町2-4
小売商業 日東商事㈱ 不動産管理、農産物販売 熊木　治 彦根市田附町1307
観光・サービス おそうじ本舗　南彦根駅前店 ハウスクリーニング 藤本　知宏 彦根市大薮町2494-1-202
観光・サービス 日本郵政㈱　かんぽの宿彦根 サービス業 平野　克彦 彦根市松原町3759
観光・サービス 美容室　ｋｏｕｇｅ 美容業 髙下　範子 彦根市本町1丁目11-16
理財 村木会計事務所 税理士業、行政書士業 村木　雅直 彦根市南川瀬町1416

中島　基

研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
交
流
会
は
、田
邉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
乾

杯
で
始
ま
り
、今
回
の
テ
ー
マ「
次
世
代
育

成
」か
ら
も
、福
原
会
長
の
ご
子
息
、悠
平

社
長
や
G
A
T
メ
ン
バ
ー
の
後
継
者
な
ど

も
参
加
し
、賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

た
い
こ
と
。

な
ど
が
意
見
と
し
て
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、当
所
１
階
フ
ロ
ア
改
修
に
係
る

負
担
金
に
つ
い
て
、志
賀
谷
専
務
理
事
よ

り
説
明
と
お
願
い
を
し
、閉
会
し
ま
し
た
。

in 彦根 開催

平
成
29
年 

建
設
事
業
関
係
功
労
者
等 

国
土
交
通
大
臣
表
彰

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

谷 

節
雄 

氏

谷
庄
建
設（
株
） 

代
表
取
締
役

当
所
常
議
員
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国
土
交
通
大
臣 

石
井
啓
一
氏 

来
彦
に

伴
う
懇
談

７
月
15
日　
玄
宮
園
に
て
開
催

国
宝
・
彦
根
城
築
城
４
１
０
年
祭
事
業

古
式
砲
術
公
開
訓
練
演
武

７
月
16
・
23
・
30
日　
彦
根
城
博
物
館
前
土
手

に
て
開
催

彦
根
ゆ
か
た
ま
つ
り
打
合
せ
会
議

７
月
18
日　
サ
ム
ス
ィ
ン
グ
フ
ォ
ー
に
て
開
催

小
江
戸
ひ
こ
ね
町
屋
活
用
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
事
務
局
会
議

７
月
19
日　
旧
朱
子
学
研
究
所
に
て
開
催

建
設
業
部
会　
正
副
部
会
長
会
議

７
月
20
日　
伊
勢
幾
に
て
開
催

経
営
に
役
立
つ
簿
記
講
座

７
月
20
・
27
日　
当
所
に
て
開
催

彦
根
異
業
種
交
流
研
究
会　
例
会

７
月
21
日　
フ
ク
ハ
ラ
フ
ァ
ー
ム
に
て
開
催

彦
根
プ
レ
ミ
ア
ム
書
道
塾

「
ひ
こ
ね
継
未
塾
」

７
月
22
日　
当
所
に
て
開
催

彦
根
ゆ
か
た
ま
つ
り

７
月
22
日　
夢
京
橋
キ
ャ
ッ
ス
ル
ロ
ー
ド
一
帯

に
て
開
催

Tech Kids CAM
P

７
月
24
〜
26
日　
当
所
に
て
開
催

市
・
観
光
協
会
・
当
所
三
者
協
議
会

７
月
25
日　
彦
根
市
役
所
に
て
開
催

小
江
戸
町
屋
活
用
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

全
体
会
議

７
月
27
日　
当
所
に
て
開
催

会
議
・
行
事 

開
催
報
告

9 彦根商工会議所通信 vol.42

● 

彦
根
ゆ
か
た
ま
つ
り

　
７
月
22
日
に
、今
年
で
22
回
目
を
迎
え

る「
彦
根
ゆ
か
た
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま

し
た
。
本
年
は
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
に

大
河
ド
ラ
マ「
お
ん
な
城
主　
直
虎
」で

高
瀬
役
と
し
て
出
演
中
の
髙
橋
ひ
か
る

さ
ん（
大
津
市
出
身
）を
お
迎
え
し
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、涼
し
げ
な
浴
衣
姿
の
方
々

が
夢
京
橋
キ
ャ
ッ
ス
ル
ロ
ー
ド
に
集
ま

り
、ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
豪
華
景
品
が

当
た
る
抽
選
会
、フ
ー
ド
カ
ー
や
夢
京
橋

屋
台
村
、射
的
、子
ど
も
縁
日
等
の
多
彩

な
催
し
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

彦
根
の
夏
ま
つ
り
・
イ
ベ
ン
ト
終
了

● 彦根七夕まつり
　７月29日に、サマーナイトフェスティバル開催中
の商店街にて、市内大学生の企画・運営による新たな
イベントを含む４つの催しを開催しました。
■ 商店街に突如出現!?巨大ふわふわ忍者迷路
■ わーくメッセ in 彦根七夕まつり
■ 願いよ届け！
   キラキラ短冊的当てゲーム＆笹作り体験
■ 謎解きスタンプラリー＆ガラポン

● 

彦
根
・
北
び
わ
湖
大
花
火
大
会

　
８
月
１
日
、松
原
水
泳
場
に
て
約
１
万

発
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、光
と
音
の

シ
ョ
ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

● 

ひ
こ
ね
万
灯
流
し

　
８
月
６
日
、芹
川
河
川
敷
に
て
灯
籠
を

流
し
、先
祖
へ
の
感
謝
と
自
然
の
恵
み
に
感

謝
す
る
行
事
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

● 

彦
根
ば
や
し
総
お
ど
り
大
会

　
８
月
10
日
に
、銀
座
・
中
央
・
登
り
町

グ
リ
ー
ン
通
り
・
リ
バ
ー
サ
イ
ド
橋
本

通
り
商
店
街
一
帯
に
て
、「
彦
根
ば
や
し

総
お
ど
り
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

企
業
や
各
種
団
体
等
29
団
体
の
総
勢
約

１
３
０
０
人
が
参
加
し
、当
所
か
ら
は
、役

▶ガラポン抽選会場

　
８
月
４
日（
金
）当
所
に
て
、石
毛
ジ
ェ
ト
ロ
理
事
長
、

三
日
月
滋
賀
県
知
事
を
始
め
、大
道
ジ
ェ
ト
ロ
滋
賀
貿

易
情
報
セ
ン
タ
ー
会
長（
滋
賀
県
商
工
会
議
所
連
合
会

会
長
）、当
所
小
出
会
頭
ら
約
50
名
が
出
席
し
て
、ジ
ェ

ト
ロ
滋
賀
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー
の
開
所
式
が
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。

　
石
毛
ジ
ェ
ト
ロ
理
事
長
か
ら
挨
拶
の
後
、経
済
産
業

省
、三
日
月
滋
賀
県
知
事
か
ら
来
賓
挨
拶
が
あ
り
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
、記
者
会
見
と
同
時
に
、参
加
者
全
員

に
よ
る
ジ
ェ
ト
ロ
滋
賀
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー
事
務
所

の
巡
覧
が
行
わ
れ
、県
内
事
業
所
に
よ
る
積
極
的
な
活

用
を
呼
び
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。

第64回彦根市優良従業員表彰式
日時　平成29年11月17日（金）午前９時３０分～
場所　彦根商工会議所  ４階大ホール（彦根市中央町３-８）

「彦根市優良従業員表彰規程」に定める対象業種に従事してい
る方で、①勤続年数が１５年以上で、職務に精励し素行方正であ
る方、②職務に関し有益な研究及び発明発見をし、または著しい
業績をあげ特に企業の振興をはかり他の模範となる方、③天災、
その他非常事態等に際し適切な処置をとり、業務上の危害を未
然に防止する等特に功労のあった方。ただし、家族従業員（法人
においては役員）と、過去にこの表彰を受けた方は除きます。
締切後、審査会を経て被表彰者を決定します。表彰状を贈り、
表彰します。

彦根市優良従業員表彰 被表彰者推薦のご案内

被表彰者の推薦について
■対　象

■表　彰

９月22日（金）まで（期日厳守）に所定の推薦書にて当所
まで提出してください（彦根市地域経済振興課・稲枝商工
会でも受付できます）。
当所・彦根市役所地域経済振興課・稲枝商工会にあります。
また、当所ホームページからもダウンロードしていただけます。
http://www.hikone-cci.or.jp/oshirase/3513/
彦根商工会議所　　　 TEL.22-4551
彦根市地域経済振興課 TEL.30-6119
稲枝商工会 　　　　　TEL.43-2201

■推　薦

■書　類

■問合せ

彦根市・彦根商工会議所・稲枝商工会共催による、第64回
彦根市優良従業員表彰式を挙行いたします。以下の基準に
該当する方がおられましたら、ぜひご推薦ください。

ジ
ェ
ト
ロ
滋
賀
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー

開
所
式
を
挙
行

彫
琢
会

７
月
28
日　
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
㈱
滋
賀
工
場
に

て
開
催

彦
根
ヒ
ス
ト
リ
ア
講
座

７
月
28
日　
当
所
に
て
開
催

彦
根
七
夕
ま
つ
り

７
月
29
日　
銀
座
・
中
央
・
登
り
町
・
橋
本
商

店
街
に
て
開
催

木
材
・
木
工
工
業
部
会　
幹
事
会

７
月
31
日　
当
所
に
て
開
催

正
副
会
頭
会
議
・
常
議
員
会

８
月
２
日　
当
所
に
て
開
催

理
財
部
会　
総
会

８
月
３
日　
当
所
に
て
開
催

古
式
銃
研
究
会　
夏
季
親
睦
会

８
月
３
日　
グ
ラ
ン
ド
デ
ュ
ー
ク
ホ
テ
ル
に

て
開
催

観
光
・
サ
ー
ビ
ス
部
会

所
属
議
員
懇
談
会

８
月
７
日　
当
所
に
て
開
催

彦
根
市
優
良
従
業
員
表
彰
・
彦
根
地
域
障

害
者
雇
用
推
進
事
業
所
表
彰
打
合
せ
会

８
月
８
日　
当
所
に
て
開
催

近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド  

企
画
委
員
会

８
月
８
日　
当
所
に
て
開
催

彦
根
ば
や
し
総
お
ど
り
大
会

８
月
10
日　
銀
座
・
中
央
・
登
り
町
・
グ
リ
ー

ン
通
り
・
橋
本
商
店
街
に
て
開
催

彦
根
ヒ
ス
ト
リ
ア
講
座

８
月
11
日　
彦
根
城
内
で
開
催

▶彦根ゆかたまつり 会場の様子

▶青年部連 ▶井伊直虎をイメージした女性会連

当
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
一
連
の
夏
ま
つ
り
行
催
事
も
無
事
に
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
員
並
び
に
諸
団
体
の
皆
様
を
は
じ
め
、警
察
、消
防
当
局
の
ご
指
導
、地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▶巨大ふわふわ忍者迷路

▶キラキラ飾り短冊コーナー

お礼

職
員
等
の
連
、井
伊
直
虎
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
女
性
会
連
、青
年
部
連
の
総
勢
１
０
６

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
天

候
に
よ
り「
正
調
彦
根
ば
や
し
」を
約
30

分
間
踊
り
ま
し
た
。
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青年部伝言板 ■９月度オープン例会 9月28日（木）19時～21時 於：当所４階会議室  ■日本商工会議所青年部第３５回近畿ブロック大会近江守山大会  
10月14日（土）9時30分～ 於：守山市民ホール他   ■会員の慶弔に関する情報は事務局までお知らせください。

YEG Sep.20l7青年部通信
夏
季
親
睦
例
会

〜
創
立
35
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
歴
史
を
振
り
返
る
〜

彦
根
ば
や
し
総
お
ど
り
大
会
に
参
加

〜
青
年
部
創
立
35
周
年
へ
の
想
い
を
一
つ
に
！
〜

　
去
る
８
月
10
日
、第
55
回
彦
根
ば

や
し
総
お
ど
り
大
会
が
市
内
商
店
街

一
帯
に
て
開
催
さ
れ
、嶋
津
会
長
以

下
42
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
年
、青
年
部
は
創
立
35
周
年
と

い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
年
で
あ

り
、地
域
の
方
の
支
え
に
よ
り
今
日

を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
た
と
い
う
感

謝
の
想
い
と
、青
年
部
の
更
な
る
飛

躍
に
向
け
て
青
年
部
活
動
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
た
め
、ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ

た
山
車
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、踊
り
や
掛
け
声
の
練
習
を

早
く
か
ら
行
う
こ
と
に
よ
り
、青
年

部
の
参
加
者
が
一
丸
と
な
り
当
日
を

迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。雨
天

で
の
開
始
と
な
り
、踊
り
の
途
中
で

中
止
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、私

自
身
は
今
回
が
初
め
て
の
参
加
で
残

念
で
し
た
が
、青
年
部
の
メ
ン
バ
ー

と
練
習
を
通
じ
て
親
睦
を
深
め
ら
れ

た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
来
年
こ
そ
は
彦
根
ば
や
し
と
江
州

音
頭
を
最
後
ま
で
踊
り
き
り
、彦
根

の
夏
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
む
と
共
に

盛
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

  　
　

 

㈱
ヤ
マ
ト
精
工　
土
川 

達
之

青
年
部
事
業
所
紹
介

ま
い
ど
お
お
き
に

㈱
ナ
ユ
タ
　  

西
村 

健
太
郎

　
こ
の
度
、青
年
部
に
入
会
致
し
ま
し
た

㈱
ナ
ユ
タ
の
西
村
と
申
し
ま
す
。

　
弊
社
は
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
等
の

映
像
音
響
設
備
の
設
計
施
工
・
び
わ
湖
フ

リ
ーW

i-Fi

事
業
・
寿
司
屋
さ
ん
で
お
な

じ
み
の「
予
約
シ
ス
テ
ム
」等
ソ
フ
ト
開

発
の
３
つ
の
事
業
を
中
心
に
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　
ソ
フ
ト
面
だ
け
で
な
く
、電
気
配
線
等

の
ハ
ー
ド
面
に
お
い
て
も
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
対
応
で
き
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お

申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

　商工会議所青年部は、地域を担う若手
経営者による青年経済団体です。活動は
委員会組織を中心として、企業経営の研
修や地域活性化事業への参画、会員相互
の親睦事業を中心に活動しています。

青年部（YEG）
新入会員募集中！

詳しくは、
彦根商工会議所青年部事務局まで
　　　　　　　TEL.22-4551

　
去
る
７
月
20
日
、龍
鱗
に
て
会
員
と

フ
ェ
ロ
ー
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
方
総
勢

59
名
出
席
の
も
と
、夏
季
親
睦
例
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
嶋
津
会
長
の
挨
拶
の
後
、今
年
、青

年
部
創
立
35
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、先
輩
方
が
積
み
上
げ
て
来
ら
れ
た

青
年
部
の
歴
史
や
歩
み
な
ど
を
学
ぶ

た
め
、３
名
の
Ｏ
Ｂ
の
方
に
こ
れ
ま
で

の
取
組
み
や
青
年
部
に
対
す
る
想
い

な
ど
を
、お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
青
年
部
創
立
当
時
の
苦
労
話
や
Ｊ

Ｒ
彦
根
駅
前
の
井
伊
直
政
公
銅
像
建

立
を
始
め
と
し
た
周
年
事
業
で
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
、古
式
銃
研
究
会
創
立
の
由

来
等
、多
く
の
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で

き
、私
を
含
め
入
会
し
て
日
の
浅
い
メ

ン
バ
ー
に
と
っ
て
は
今
ま
で
知
ら
な

か
っ
た
歴
史
等
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、そ
の
後
の
歓
談
で
も
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
、メ
ン
バ
ー
各
々
が
先

輩
方
と
の
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
今
回
の
例
会
で
学
ん
だ
青
年
部
の

伝
統
と
歴
史
を
心
に
刻
み
、私
た
ち
現

役
メ
ン
バ
ー
が
責
任
と
自
覚
を
持
っ

て
、先
輩
方
の
想
い
を
次
世
代
へ
引
き

継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

感
じ
ま
し
た
。

　

 

た
に
い
社
労
士
事
務
所　
谷
居 
智
子

Sep.2017女性会通信   

　日本の進んだ技能・技術・知識を諸外国の青少年が修
得することは、先進的な技能等を海外に移転し、経済発
展・産業振興に寄与することができます。国際社会におけ
る日本の重要な役割として、海外の人材育成を目的とし
た「外国人技能実習制度」があります。
　協同組合ビジネス２１は、滋賀県に拠点をおいて、現地
の各組合員と連携し、一貫して「人づくり」に貢献してきま
した。現在は中国、ベトナムの技能実習生１００人ほどを受
入れています。本年度の１１月から、技能実習期間は従来
の最長３年から５年になります。合計７４職種１３３作業が受
入れ可能です。これからは、介護を含め、新しい職種も受
入れ可能となります。理事長をはじめ、中国人とベトナム
人を含む１０名の職員がいます。

　8月10日（木）、彦根ばやし総おどり大会に、会員17名と会議所職員7名の総勢24
名が女性会連として参加しました。今年は親睦委員会が担当となり、5月29日の第１回
委員会から当日に向け協議を重ねてきました。テーマを「おんな城主 直虎」とし、衣装
の打合せから試着、踊りの練習まで集合は５回にわたり、踊りに参加する人もしない人
も力を合わせて当日を迎えることができました。
　当日は夕刻よりあいにくの雨が降り始め、開催が心配されましたが、雨のなか総おど
りが開幕され、皆声を張り上げ夢中で踊りました。しかし残念ながら、２０分位経過後に
中止の発表。「ここまで ずぶぬれになったんやから、最後まで踊らせて！」と心の中で叫
びながら会議所まで戻りました。
　しかしあの衣装で、皆が一丸となって一生懸命になれた、あの爽やかな充実感はと
ても貴重な体験でした。皆さまご協力ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　親睦委員会 委員長　渡邊 僖子（渡辺薬局）

■ 9月13日（水）県女連講演会（長浜）INFORMATION

総おどり大会に参加して

高校・大学・短大・専修学校などに入学・在学されるお子さまが
おられるご家庭の「経済的負担の軽減」と「教育の機会均等」と
いう国の施策を実現するために創設され、昭和54年の制度発足
以来、延べ500万人を超える方々にご利用いただいています。

【融資額】お子さま１人あたり350万円以内
【利率】年1.81％（母子家庭、父子家庭または世帯年収200万円
（所得122万円）以内の方は年1.41％）
【返済期間】15年以内（交通遺児家庭、母子家庭、父子家庭または
世帯年収200万円（所得122万円）以内の方は18年以内）
【元金据置期間】在学期間内（在学期間内は利息のみのご返済と
することができます。元金据置期間はご返済期間に含まれます。）
※金利は平成29年８月29日現在

お子さまの教育資金を
「国の教育ローン」がサポート！

ホームページからもお申込みいただけます。 国の教育ローン 検 索 ➡

お問い合わせ　
教育ローンコールセンター　         0570-008656
※全国から市内通話料金でご利用いただけます。
※お客さまが加入されている電話でご利用いただけない場合は、  
　03-5321-8656におかけください。

彦根支店  TEL.24-0201

あのね～ 女性会事業所紹介

協同組合ビジネス２１  　　  北川 涼子
じゅんこ

マル経融資制度
（小規模事業者経営改善資金融資制度）

マル経融資制度は、経営改善を図ろうとする小規模事業者の方々を
バックアップするため、無担保・無保証人・低利で融資する制度です。

お申込みからご融資まで約１ヶ月かかりますので、早めに資金
計画をたててお申込みください。

●常時使用する従業員が20人以下（商業・
サービス業の場合は５人以下）の法人・個人
事業主の方
●義務納税額（所得税・法人税・事業税・市
県民税）を完納している方
●原則として市内で最近１年以上事業を
行っており、事業所得の申告をしている方
などの要件を満たしていることが必要です。

マル経融資制度の概要
融資限度額は？

担保・保証人は？

1.11％
平成29年8月29日現在

利率は？

不要です

2,000
万円

返済期間は？

利用できる方は？

運転資金は ７ 年以内
設備資金は10年以内

＊1,500万円超の場合は事業計画
　策定等の条件があります。

■ お問い合わせ
　 彦根商工会議所 中小企業相談所 TEL.0749-22-4551

▶OBより青年部の歴史を講演

自社開発アプリ「ナビ彦」

With  teamLab「お絵かきタウン」

びわ湖フリーWi-Fi

彦根商工会議所青年部
2017年9月オープン例会 参加

無料

Part1　中小企業が明日からできるブランディング
Part2　あなたの会社にしかできない取り組み、その探し方と
　　　  実践方法
Part3　実績・事例紹介

日時：2017年9月28日（木）
19：00～21：00（受付開始18：30）

場所：彦根商工会議所 ４階大会議室（滋賀県彦根市中央町3-8）
定員：150名（定員になり次第、締め切ります）

主催：彦根商工会議所青年部　共催：彦根商工会議所中小企業相談所

ブランディングオフィスAND－ON代表・日本仕組家
協会会長。著書に『小人の国のナノブランド』がある。
1971年新潟県三条市生まれ。地元工具メーカーにプレ
ス工として入社、現場からたたき上げで管理職となり、
36の新商品を開発、2003年にグッドデザインを受賞。
2011年3月に独立、2014年には中小企業庁主催のグッ
ドビジネスアワードにて全国の５人の専門家に贈られ
る「ベストパートナー賞」を受賞。現在では、中小企業庁
および地方自治体、支援機関に専門家派遣要請を受け、
年間100社の経営支援を行う。

講師  高橋憲示

「会社を持続・発展させていくために何をしたら良いか悩んでいる」「う
ちの会社は他社と差別化できるようなことがないので、先行きが不安」
などと悩んでいませんか。日々変化する市場競争において、事業規模の
大小ではなく、社会に貢献できる企業が求められています。今後は、商
品やサ ー ビスを売りこむのではな く、 企業がそれぞれ持つ役割や存在
意義を見いだし、自覚するNANO BRANDを活用できることが重要な要
素となります。本セミナ ー では NANO BRANDについて実績事例を交え
ながら分かりやすく解説いたします。この機会に是非ご参加ください。
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平成29年3月18日（土）～平成29年12月10日（日）

国宝・彦根城築城４１０年祭事業
Latest Information     vol.10
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介
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期間：7月13日（木）～12月10日（日）
場所：彦根城西の丸三重櫓 （彦根城の入場料が必要となります）

留学生のお仕事体験（Job Shadowing）受入事業所の募集について
事業所単位の国際交流として、留学生の方に日本・彦根市・湖東地域をより知っていただき、日本のビジネスへの理解を深めていただ
くため、事業所のお仕事体験（Job Shadowing）を実施します。会員事業所の皆様のご協力をよろしくお願いします。

実施内容
●留学生が各事業所で日常されているお仕事を体験（見学）させていただきます。体
験というよりも影（Shadow）のように見学をさせていただきますので、そのために
何か仕事を作っていただく必要はありません（簡単なお仕事なら、ぜひさせてください）。
●日本語があまりわからない学生がほとんどで、コミュニケーションは英語となり
ます。お仕事については、日本人にとって些細なことでも留学生には知らないこと
ばかりなので、例えば事務所の仕事ぶりを見るだけでも興味深く、来客にお茶を出
される様子も勉強になります。

開催日時：平成29年10月10日（火）18：30～（開場18：00～）
開催場所：かんぽの宿 彦根（彦根市松原町3759）

参加費：一般・非会員5,000円／会議所・OTB会員3,000円
　　　　学生2,000円（アルコールは+1,000円）

彦根＆ミシガン国際交流会
恒例のJCMU留学生・講師の皆さんとの楽しいパーティーです。ぜひお気軽にご参加ください。

実施日時：平成29年9月28日（木）
　　　　  13：30～17：00のうち2～3時間程度
　　　　  ※詳細は各事業所のご都合に合わせて多少時間調整可能です。
参加予定：ミシガン州立大学連合日本センター（通称JCMU）
　　　　  留学生39名
　　　　  ※1事業所2～6名程度が体験させていただきます。

お問合せ・お申込み　彦根商工会議所　TEL.22-4551／ FAX.26-2730
共催　彦根商工会議所・ミシガン州立大学連合日本センター・（一社）近江ツーリズムボード
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同
時
開
催
中
！

HIKONE ART CASTLE 2017
　二人のアイルランドの文学者が19世紀から20世紀へ移行する頃、日本と出逢い、
両国に 流れる心や伝統の葛藤を自らのものとして、斬新な作品を作りあげました。
　一人はアイルランドの国民的詩人・劇作家 W.B.イェイツであり、もう一人はギリ
シャ出身の母をもち、父の国アイルランドで育ったラフカディオ・ハーン（小泉八雲）
です。
　第1部は「アイルランド・日本外交関係樹立60周年記念事業 茂山千五郎家狂言
アイルランド公演」凱旋公演も兼ねて、イェイツの戯曲『猫と月』をもとにした文字通
りの新作と、ラフカディオ・ハーン原作「ちんちん小袴」を初演いたします。第2部は、
NHK大河ドラマ「おんな城主 直虎」が、彦根藩井伊家初代直政の養母であること
から女性が活躍する演目を上演いたします。新作狂言、古典狂言の魅力をたっぷりと
味わってください。

国宝・彦根城築城410年祭記念狂言会「アイルランドとおんなの世界」

期間：平成29年10月7日（土）第1部 12：30開場 13：00開演
　　　　　　　　　　　　　　第2部 15：30開場 16：00開演　
場所：彦根城博物館能舞台
料金：第1部  正面席 4,000円・脇席 3,500円
　　　第2部  正面席 4,000円・脇席 3,500円
　　　第1部・第2部通し券  [正面+正面] 7,000円
　　　[正面+脇] 6,500円・[脇+脇] 6,000円
特典：彦根城・彦根城博物館・玄宮園・開国記念館の入場券付

ホームページからの申込みも可
http://www.hikone-cci.or.jp/
お問合せ　tel.0749-22-4551

彦根ヒストリア講座
しごと・くらし・おもてなしで役立つ！ 彦根プレミアム塾

●各講座受講料  会員500円／非会員・一般700円／学生無料
●場　所  彦根商工会議所４階大会議室
●時　間 18：30開場・19：00スタート

Hikone-Historia 2017

「Great Castle 彦根城」編4・5・6講座  彦根城は世界遺産になるのか！ 

講師 麓 和善氏
【講演の概要】  天守は、天正７年（1579）竣工の安土城
天主から寛永15年（1638）再建の江戸城天守にいたる
まで、わずか約60年間に、望楼型天守から層塔型天守
へと様式および技術が飛躍的に発達しました。今回の
講演では、天守様式の変遷を、天守台の石垣構築技
術、天守の木造架構技術および木材加工方法など、建
築技術的な視点から見ていきます。

第４講   2017年9月27日（水曜日）
「建築技術からみた天守の変遷」

講師 西村 幸夫氏
【講演の概要】  これまで多くの世界遺産登録に関わっ
てきた経験から、具体的な事例を挙げて世界遺産の傾
向と対策についてお話をします。その上で、彦根城の
世界遺産登録についてもご提案をしたいと思います。
また、皆さんのご質問もたくさんお受けしながら、いっ
しょに世界遺産を考える場にいたしましょう。

第６講   2017年11月13日（月曜日）
「世界遺産登録の傾向と対策」

講師 桑島 直昭氏
【講演の概要】  松本城は、文禄2年から3年（1593～1594）
に築城されたと考えられており、松本城の天守群は、大天
守・乾小天守・渡櫓・辰巳附櫓・月見櫓の5棟すべてが国
宝です。松本市は、平成13年度から松本城の世界遺産登
録をめざしており、平成18・19年度の文化庁の世界遺産暫
定一覧表記載資産候補に応募して「カテゴリーⅠｂ」の評
価を得ました。現在は、専門家の助言を踏まえ、「天守」に
着目し、世界遺産の姫路城、暫定一覧表記載の彦根城、犬
山城、松江城、松本城などによる「近世城郭の天守群」での
登録をめざし、関係自治体と一緒に取り組んでいます。

第 5講   2017年10月13日（金曜日）
「松本城・犬山城の世界遺産登録への取り組みについて」

講師 川島 誠次氏
【講演の概要】  犬山城は、木曽川沿いの独立した丘陵を
中心に、かつては堀と土塁に囲まれた区域を城郭とした
城です。天文６年(1537）に築城されたと伝えられていま
すが、諸説があります。天守は昭和10年（1935）に国宝保
存法により、その後、文化財保護法により同27年（1952）
に国宝に指定されています。近年、建築史学、城郭考古学、
文献史学、歴史地理学など多角的な視点から総合調査を
実施し、犬山城の学術的な価値の証明に努めています。

THE BBカントリーバンドの出演決定!!

国宝・彦根城築城410年祭記念狂言会

アイルランドとおんなの世界

彦根藩「井伊家お抱え」だった茂山千五郎家が
彦根城博物館能舞台に大集合!!

アイルランド・日本
外交関係樹立
60周年記念事業狂　言

「貰聟」  撮影：川西善樹

名古屋工業大学大学院教授

東京大学大学院教授

松本市文化スポーツ部文化振興課主査

犬山市教育委員会歴史まちづくり課主査補

ふもと  かずよし

にしむら    ゆきお

くわじま   なおあき

かわしま   せいじ
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滋賀県におけるアウトバウンド（日本企業の
海外市場開拓、海外投資）現状分析

　７月３日（月）、滋賀県に国内44番目となるジェトロ（（独）日本貿易振興機構）事務所が当所１階に開設した。滋賀県は県域の強みを活か
しながら国内外の需要を開拓し、取り込むことで産業の創出・振興を図ることが必要との考えのもと、農畜水産物や地場産品などを中心とし
た県産品の輸出促進、水関連ビジネスなどの中小企業の海外展開、外国企業誘致や観光資源の情報発信などを推進していく構えだ。
　今回の地域経済データでは、以上の経緯を鑑み、現在の滋賀県における貿易事情を各種調査からデータを紹介し、アウトバウンド（日本企
業の海外市場開拓、海外投資）における滋賀県域の地域経済発展の可能性を探る。

地域経済データ

国内におけるアウトバウンドの現状

　近年、非製造業においても製造業同様に、輸出による海外展
開、企業の海外進出といった動きが活発化している。こうした非
製造業におけるサービス貿易の拡大は、輸出や投資収益の拡大を
通じて企業の競争力を高めると考えられる。通信手段の発達、各
国の規制緩和、企業の国際的な活動拡大などを背景として、サー
ビス貿易は以前よりもビジネスの可能性が高まっている。そのた
め、越境取引や国外消費だけでなく、商業拠点の越境といった視
点も含めてビジネスの可能性を把握する必要がある。
　日本の直接投資金額を2005－07年平均と2010－12年平均
で比較すると、製造業が減少する中で、非製造業が大きく増加し
ていることが分かる（図３）。対外直接投資によって、国内拠点の
収益力を強化することができれば、国内での付加価値生産の増
加を通じてGDPの向上にも資すると考えられる。（内閣府 平成
25年度 年次経済財政報告より抜粋）
　地域経済分析システム RESAS（Regional Economy Society 
Analyzing System）企業活動マップに掲載されている滋賀県内
企業の海外取引額分析によると、2012年から2013年にかけての
非製造業における輸出額が2012年比約30倍に増加している。
サンプル数が少ないため、指標として捉えることはできないが、滋
賀県においても十分に成長可能性がある分野であると考えられ
る。なお、この期間の輸出先の内訳は、ヨーロッパ53.5％、北米
20.86％、アジア（中国以外）13.36％、中国2.67％と続き、前述
の全国的な非製造業における海外投資先の傾向とも合致して、
ヨーロッパ向けがトップとなっている。非製造業における進出先
の傾向は製造業とは大きく異なることがわかる。

注目される非製造業のアウトバウンド
　平成27年の製造業における滋賀県の貿易は、世界貿易の伸びが
低いものにとどまっていた影響などを背景に、前年（平成26年）と
比較して輸出総額が6,035億36百万円で14.4％の減、輸入総額が
5,184億69百万円で12.2％の減であった。
　企業区分では、中小企業の輸出額は、1,017億97百万円で前年比
49.9％の増、輸入額は、388億16百万円で前年比92.9％の増となって
いる。また、大企業の輸出額は、5,017億39百万円で前年比21.3％の
減、輸入額は、4,796億53百万円で前年比15.9％の減となっている。
　商品別の輸出では、全体の74.7%を占める電気機械器具、一般機
械器具、輸送用機械器具、精密機械器具の機械関連業種で前年比
9.4％の減となっている。商品別の輸入では、全体の54.1%を占める
化学製品で前年比10.4％の増となっている。
　仕向地別の輸出では、全体の69.2％を占めるアジア地域が前年比
13.5％の減、北米地域が前年比18.6％の減、西欧地域が前年比
18.2％の減となっている。仕入地別の輸入では、アジア地域が前年
比29.3％の減、西欧地域が前年比6.6％の増となっている（図４）。
（平成27年滋賀県貿易実態調査より抜粋）
　また当所において発給事務を行っている貿易証明に関して、年間
輸出額の推移を見ると、平成24年389百万円、平成25年1274百万
円、平成26年920百万円、平成27年1118百万円、平成28年991百万
円となっている。主要な国別の発給件数の推移は、平成24年（中国
71件、サウジアラビア22件、カタール15件、他）、平成25年（中国211
件、サウジアラビア39件、カナダ9件、他）、平成26年（中国159件、サ
ウジアラビア55件、スリランカ4件、他）、平成27年（中国176件、サウ
ジアラビア50件、エジプト4件、他）、平成28年（中国204件、サウジ
アラビア48件、ベトナム6件、他）である。アジアがほとんどを占める
ことからも、大部分が製造業による輸出となっている。今後、生産拠
点での発給が促される傾向が加速すれば、彦根市域でのより正確な
輸出傾向を掴むことができるかもしれない。

滋賀県・彦根における貿易実態

　中堅・中小企業の直接輸出額は、新興国経済の拡大等を背景
に 2000年代前半に大きく増加した。2008年の世界経済危機に
より一旦落ち込んだものの、世界経済の回復等を背景に、2014年
にかけて再び増加している。年間百万円以上輸出する企業につい
て見ると、企業数は緩やかに増加し、1社あたり輸出額は企業数
以上に伸びていることが分かる（図１）。
　少子高齢化の進展により内需の伸びには限界が想定される一
方で、海外市場向けの輸出は多くの分野で成長しており、さらにe
コマースの発展を背景に、中堅・中小企業の製品が内外の消費者
の目に触れる機会が拡大していると思われる（図２）。他方、中小
企業による輸出は伸びているものの、英独仏と比べて中小企業の
輸出割合は低い。引き続き直接輸出の促進を図るとともに、中小
企業が海外市場にアクセスする際のハードルを引き下げ、外需か
ら持続的に稼ぐことが期待される。
　2010年から2014 年にかけてモノの輸出額が伸びた製造業企
業のうち、従業員数、営業利益、及び賃金が伸びた企業の割合を
それぞれ見てみると、中小企業については、賃金、営業利益、従業
員数のいずれも、輸出増加企業の割合が非輸出企業を上回った。
（通商白書2017より抜粋）
　直接輸出規模が上位の都道府県と下位の都道府県について、

図３　非製造業の対外直接投資の推移

地域経済分析システムRESAS
（Regional Economy Society Analyzing System）

通商白書（2016年、2017年）
滋賀県貿易実態調査結果

彦根商工会議所貿易証明発給実績値

図２　世界の越境 e コマース市場規模（見込み）

図４　滋賀県における地域別輸出額の推移
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備考 1：   *1  2013年と2014年の合計に関する順位。  *2 2013年と2014年の合計が、2002年と2003年
　　　　 の合計に対して増加、かつ2007年と2008年の合計に対して増加している場合に「○」。
　　　　*3　2010年から2014年の伸び率。
備考 2：輸出は直接輸出に関するもの。　　資料：経済産業省「工業統計調査」から再編加工。
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愛知県
神奈川県
広島県
三重県
兵庫県
静岡県
茨城県
山口県
群馬県
大阪府
千葉県
福岡県
滋賀県
栃木県
和歌山県
埼玉県
岡山県
京都府
長野県
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東京都
福島県
愛媛県
徳島県
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宮城県
新潟県
山梨県
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熊本県
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長崎県
北海道
山形県
秋田県
福井県
鹿児島県
香川県
奈良県
宮崎県
島根県
岩手県
青森県
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鳥取県
高知県
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31
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33
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35%
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14%
-5%
59%
19%
-5%
-24%
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-38%
-13%
-6%
0%
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-15%
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-3%
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-37%
217%
-6%
-72%
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18%
-12%
59%
2%
-46%
-53%
28%
15%
20%
-5%
2%
-73%
-51%

　今回は通商白書、ＲＥＳＡＳ、内閣府年次経済財政報告、滋賀県貿易実態調査、当所貿易証明推移を用いて情報収集を行った。海
外取引によってもたらされるメリット・可能性としては、①顧客のパイが何倍にも広がる、②①による収益増加、③非製造業の可能性
が広がっている、④eコマースの活用等により中小企業にもチャンスが広がっている、などが挙げられる。逆にリスク・課題としては、
①初期投資、②販売ルート（顧客）の確保、③国際情勢の変化・対応、④輸出可能な自社資源の整理、⑤情報の入手（マーケティング
等）、などが考えられる。
　今般ジェトロ滋賀が彦根に開設され、また従来より（公財）滋賀県産業支援プラザには貿易投資相談窓口も設置されている。こう
いった貿易支援機関の役割は、事業所の海外進出における課題やリスクを事前に情報提供することも含まれているだろう。海外取引
を視野に入れるのであれば、できるだけ支援機関を活用し、低リスクで打って出るのが賢明ではないだろうか。

アジア
ヨーロッパ

北米

（備考） 日本銀行「国際収支統計」により作成

海外取引によってもたらされるメリット・可能性とリスク・課題まとめ

表１　都道府県別輸出状況（製造業）

備考： Alizila（2017年1月）による見込み。
資料： 経済産業省「電子商取引に関する市場調査（平成 27 年度）」から転載。

2010 年から 2014 年にかけてモノの輸出額が伸びた製
造業企業のうち、従業員数、営業利益、及び賃金が伸
びた企業の割合をそれぞれ見てみると、中小企業につ
いては、賃金、営業利益、従業員数のいずれも、増加
した企業の割合が非輸出企業を上回った（第Ⅱ-4-1-
1-7 図）。
　一方、大企業や中堅企業については、輸出が伸びた
企業は、営業利益と賃金の伸びが非輸出企業を上回る
ものの、従業員の伸びは非輸出企業を下回っている。
輸出の伸びが従業員の増加には結びつかない企業が多
い背景としては、生産効率化による人員削減や、内需

の好調により非輸出企業と差が生じたことなどが考え
られるが、これについては別途分析が必要である。
　次に、中小企業に焦点を当て、輸出形態と輸出が伸
びた品目に基づいて、①モノだけを輸出していて輸出
が伸びた企業のほか、②サービスだけを輸出していて
輸出が伸びた企業、さらに、モノとサービスの両方を
輸出している企業のうち、③モノとサービスの両方の
輸出が伸びた企業、④モノの輸出だけが伸びた企業、
⑤サービスの輸出だけが伸びた企業、に分類して分析

第Ⅱ-4-1-1-3 図　我が国の品目別輸出額の伸び 97

備考： 日本の 2015 年と 2016 年の輸出額平均、及び、2005 年・2006 年の合計輸出額から、2015 年・2016 年の合計
輸出額への伸び。

資料： Global Trade Atlas から経済産業省作成。
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第Ⅱ-4-1-1-4 図　
世界の越境 eコマース市場規模（見込み）

備考： Alizila （2017 年 1 月）による見込み。
資料： 経済産業省「電子商取引に関する市場調査（平成 27 年度）」から転載。
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第Ⅱ-4-1-1-5 図　
日本からの輸出で eコマースを利用した企業割合（規
模別）

備考： 日本国内から海外への販売において eコマースを使用したことがあ
ると回答した企業数の割合。母数は本調査の回答企業総数。全産業。

資料： 日本貿易振興機構「2016 年度日本企業の海外事業展開に関するアン
ケート調査」から経済産業省作成。
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97 食料品は、ここではHS2～4 類、7-12 類、16-21 類を含む。
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第１節ローカル中堅中小企業のGVCへの繋がり強化

図１　一社当たりの輸出額（企業規模別）

備考： 卸小売業を除く企業活動基本調査の調査対象全業種（ただし、2002年～2014年の
間に追加された業種を除く）。従業員数 50 人以上の企業のみ（大企業は、ここでは
資本金 100 億円以上とした。）。モノの輸出額 100 万円以上の企業を対象とした。

資料： 経済産業省「企業活動基本調査」から再編加工。

第４章

我が国のインクルーシブな成長に 
向けた取り組みの強化

（1）概況
　中堅・中小企業の直接輸出額は、新興国経済の拡大
等を背景に 2000 年代前半に大きく増加した（第Ⅱ-4-
1-1-1 図）94。2008 年の世界経済危機により一旦落ち
込んだものの、世界経済の回復等を背景に、2014 年
にかけて再び増加している。年間百万円以上輸出する
企業について見ると、企業数は緩やかに増加し、1社
あたり輸出額は企業数以上に伸びていることが分かる
（第Ⅱ-4-1-1-2 図）。
　少子高齢化の進展により内需の伸びには限界が想定
される一方で、海外市場向けの輸出は多くの分野で成
長しており（第Ⅱ-4-1-1-3 図）、さらに eコマースの
発展 95（第Ⅱ-4-1-1-4 図、第Ⅱ-4-1-1-5 図）を背景に、

中堅・中小企業の製品が内外の消費者の目に触れる機
会が拡大していると思われる。
　他方、中小企業による輸出は伸びているものの、英
独仏と比べて中小企業の輸出割合は低い。引き続き直
接輸出の促進を図るとともに、中小企業が海外市場に
アクセスする際のハードルを引き下げ、外需から持続
的に稼ぐことが期待される（第Ⅱ-4-1-1-6 図）96。

（2）直接輸出による企業の業績改善効果
　輸出が伸びた場合には企業の売上げが拡大し、結果
として業績が改善することが期待されるため、以下で
は、輸出による業績改善効果について確認する。
　まず、企業活動基本調査に基づいた分析によると、

1．日本の企業規模別直接輸出

ローカル中堅中小企業のGVCへの繋がり強化第１節

第Ⅱ-4-1-1-1 図　
日本の直接輸出額推移（企業規模別）

備考： モノの輸出額。卸小売業を除く企業活動基本調査の調査対象全業種（た
だし、2002 年～2014 年の間に追加された業種を除く）。従業員数
50 人以上の企業のみ（大企業は、ここでは資本金 100 億円以上とし
た。）。

資料： 経済産業省「企業活動基本調査」から再編加工。
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第Ⅱ-4-1-1-2 図　一社あたり輸出額（企業規模別）

備考： 卸小売業を除く企業活動基本調査の調査対象全業種（ただし、2002
年～2014 年の間に追加された業種を除く）。従業員数 50 人以上の企
業のみ（大企業は、ここでは資本金 100 億円以上とした。）。モノの
輸出額 100 万円以上の企業を対象とした。

資料： 経済産業省「企業活動基本調査」から再編加工。

70

170
160
150
140
130
120
110
100
90
80

（指数、2002 年 =100）

20142013201220102008200620042002

1 社あたり輸出額 /中堅中小企業
1社あたり輸出額 /大企業

 
94 本節における企業規模は、中小企業は、従業員数 300 人以下若しくは資本金 3億円以下。中堅企業は、非中小企業で資本金 100 億円以下、

大企業は非中小企業で資本金 100 億円超とした。
95 経済産業省（2016b）、独立行政法人日本貿易振興機構（2017）。
96 日本の輸出割合については、石川、齊藤、田岡（2017）を使用した。同レポートについては、本節 2.（1）「日本の間接輸出の現状」を参照。
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監修：ジェトロ滋賀貿易情報センター

その伸び率の平均値を比較すると、下位の平均値が、上位の平均
値を上回る。なお、滋賀県は13位で上位グループに位置している
（表１）。（通商白書2016より抜粋）
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●

10：30～11：00／13：30～14：00／15：00～15：30 彦根城博物館前（冠木門）
 彦根市観光企画課  TEL.30-6120  公式HP http://hikone-hikonyan.jp/

9月も「ひこにゃん毎日登場！」
 ※都合により中止または登場場所変更の場合も有

チケット発売中！ チケット発売中！

チケット発売中！

9 月 イ ベ ン ト ガ イ ド 第1部・第2部通し券
[正面+正面] 7,000円・[正面+脇] 
6,500円・[脇+脇] 6,000円
※特典　彦根城・彦根城博物館・玄宮園・
　　　　開国記念館の入場券付

国宝・彦根城築城410年祭推進委員会
事務局 TEL.30-6143
http://hikone-410th.com

グリルの枠を超えた新
発想 コンロ調理体験会
▶10／10（火）10：30～12：30
　〈申込締切日：10／3（火）〉
▶11／14（火）10：30～12：30
　〈申込締切日：11／7（火）〉
▶12／12（火）10：30～12：30
　〈申込締切日：12／5（火）〉
▶大阪ガス総合ショールーム
   DILIPA彦根
▶参加費：無料
▶定員８名（応募多数の場合抽選、初回
　の方に限ります）

最新のＳｉセンサーコンロを体験いた
だきます。
MENU＊マルチグリル ・たっぷり野菜のト
マトソースペンネ・ピザ（新機能の冷凍食品
モードを使用します）＊ココットダッチオー
ブン ・あったかポトフ
ＨＰ内イベント申込フォームをダウンロー
ドのうえ、FAXにてお申込みください。
大阪ガス総合ショールーム DILIPA彦根
TEL.22-3409・FAX.22-3167
http://home.osakagas.co.jp/
      showroom/dilipa_hikone

歴史手習塾
史実・関ケ原合戦に
迫る！
～この戦いの真実と新しい
歴史像～
▶10／15（日）
　開場 13：30  開講 14：00 
▶清凉寺（古沢町１１００）
▶料金（全席自由／税込）2,000円
▶チケット販売
　ひこね市文化プラザチケットセンター
　TEL.27-5200
▶定員 130名　※要申込
▶講師  笠谷和比古氏

テーマ展 雅な遊び
▶９／８（金）～10／11（水）
　8：30～17：00（入館は16：30まで）
▶彦根城博物館
古来、宮中で愛された詩歌管弦をはじ
めとする種々の雅な遊びは、武家にも
広く取り入れられ、親しまれてきました。
本展では、碁盤や香道具、雅楽器、鳥籠
など、雅な遊びにまつわる井伊家伝来
の品 を々紹介します。

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://hikone-castle-museum.jp

花しょうぶ通り
     ナイトバザール
▶9／９（土）17：00～（雨天決行）
▶花しょうぶ通り商店街
“１００円で買える幸せ”恒例のナイトバ
ザール

花しょうぶ通り商店街（振）
TEL.22-1026（いと半老舗）

彦根鉄砲隊 演武
▶９／10（日）
  １回目 11：00～／２回目 12：00～
▶彦根城博物館前土手
彦根商工会議所青年部古式銃研究会
「彦根鉄砲隊」による稲富流砲術の披
露。赤よろい姿での演武は迫力満点。
彦根商工会議所青年部 TEL.22-4551
http://www.hikone-cci.or.jp

ひこねで朝市
▶9／17（日）８：００～１２：００
▶護国神社
新鮮野菜・豆腐、湖魚・郷土料理、醤油、
パン、菓子、ミニカフェ、その他、地産地消
こだわりの品 が々並びます！

ひこねで朝市実行委員会
TEL.24-4461

彦根ゆかりのアーティストシリーズ
歌のリクエストコンサート 
～あなたが選ぶ、夢の100曲～
▶9／18（月・祝）
　開場 13：30  開演 14：00 
▶ひこね市文化プラザ エコーホール
▶料金（全席自由/税込） 500円
　※未就学児の入場不可

いつの時代もどんな人も、つい口ずさ
んでしまうたくさんの歌、唄、うた…
懐かしい童謡・唱歌から、歌謡曲、アニ
メソングにミュージカルナンバー、そし
てクラシックの名曲まで、家族全員で
楽しめるコンサート。当日のプログラム
を決めるのはアナタです！
ひこね市文化プラザチケットセンター
TEL.27-5200　https://bunpla.jp

観月の夕べ
▶９／30～10／22の土日祝 9日間
　18：30～21：00（入場は20：30まで）
▶彦根城内玄宮園
▶入場料 大人700円、小中学生350円
旧彦根藩主「井伊家」の大名庭園「玄宮
園」は、江戸の文化の贅を尽くした池泉回
遊式の庭園です。この玄宮園から眺める
国宝天守と名月は、格別の美しさを誇り
ます。 中秋の一夜、ライトアップされた玄
宮園で、大名庭園での一夜をお楽しみ下
さい。都会では感じることができない、
ゆったりとした時の流れが味わえます。

（公社）彦根観光協会 TEL.23-0001
http://www.hikoneshi.com/

国宝・彦根城築城410年祭記念
狂言会「アイルランドと
おんなの世界」
▶10／７（土）
第1部 12:30開場 13:00開演■愛
蘭土と狂言の出逢い W.B.イェイツ
と小泉八雲／第2部 15:30開場 
16:00開演■女が主
▶彦根城博物館 能舞台
▶料金
第1部 正面席4,000円・脇席3,500円

第2部 正面席4,000円・脇席3,500円

ここ数年、関ケ原合戦の根幹を揺るが
すような新説、新解釈が発表されまし
た。古記録、軍記物等で語り継がれて
きた関ケ原合戦を一級史料を手掛か
りにリアルにひも解き分かりやすく解
説する本講座。関ケ原合戦の真実に迫
り、この合戦が次の時代にどう影響を
与えたかを検証します。映画「関ヶ原」
のパンフレット解説文執筆の講師によ
る講演です！お見逃しなく！
特定非営利活動法人ひこね文化デザインフォーラム
TEL.23-3383

野菜たっぷり♪
美イタリアン
▶10／20（金）10：30～12：45
▶大阪ガス総合ショールーム
   DILIPA彦根
▶参加費 1,000円（税込）
▶定員 12名（応募多数の場合抽選）
▶申込締切 10／6（金）
MENU・エビと濃厚なカボチャのスープ
仕立て・ベーコンとナスのペンネトマト
ソース・鴨のグリルバルサミコソース～グ
リル野菜を添えて～・バゲット・パンナ
コッタオレンジソース・紅茶

ＨＰ内イベント申込フォームをダウンロー
ドのうえ、FAXにてお申込みください。
大阪ガス総合ショールーム DILIPA彦根
TEL.22-3409・FAX.22-3167
http://home.osakagas.co.jp/
      showroom/dilipa_hikone

ハロウィンパーティ
in DILIPA彦根
▶10／29（日）
▶大阪ガス総合ショールーム
   DILIPA彦根
・ハロウィン衣装を着て、プロカメラマ
　ンに撮影してもらおう！
・フェルトでハロウィン飾りを作ろう♪
・「ぬりえ」をお持ちくださると…素敵な
　プレゼントがもらえる！
※詳細は決まり次第HPに掲載いたし
ます。
大阪ガス総合ショールーム DILIPA彦根
TEL.22-3409
http://home.osakagas.co.jp/
      showroom/dilipa_hikone

彦根市 地域経済振興課　TEL.30-6119  FAX.24-9676

次の①から③までの要件を全て満たしている工事
①「増築、改築、修繕等の工事」「下水道工事」「外構工事」「防犯対
策工事」「省エネ対策工事」のいずれかの工事（新築工事および
新築工事と併せて行う工事は対象となりません）

②平成29年度中の工事（4月1日以降に着工し、平成30年3月31
日までに完了する工事）※4月1日以降の工事で、すでに完了して
いる工事も対象になります。ただし、工事着工前の写真が必要です。

③助成対象工事の経費が20万円以上（消費税を含む）の工事
※詳しくは、事前にご相談ください。

対象工事

次の①～④を全て満たしている人
①申請者は、申請する市内の住宅に自ら居住し、その場所に住民
登録をしていること。

②申請する住宅（外構工事の場合は、その住宅の敷地を含む）
は、申請者またはその２親等内の親族が所有していること。

③申請者は、申請時において市税の滞納がないこと。
④申請する住宅（その住宅の敷地を含む。）に係る固定資産税の滞
納がないこと。

助成額
①助成対象工事経費の10％で、最高10万円（千円未満は切捨て）
②移住・新婚・子育て・三世代同居（各々条件あり）のいずれか
の要件に該当する場合は、助成対象工事経費の15％で、
最高15万円（千円未満は切捨て）
申込方法
　市地域経済振興課、支所・各出張所にある「事前申込書」（市
ホームページからもダウンロードできます）に必要事項を記入
し、市地域経済振興課の窓口に提出してください。
受付期間
９月１日（金）～10月31日（火）
平日 午前８時30分から午後５時15分まで
留意事項
　事前申込みをする人は、当選に備え、工事前に、本事業の『手
引き』をご確認の上、必要書類を準備してください。必要書類が
不足する場合は、申請を受け付けることができません。特に、工
事前に工事箇所の詳細な写真を撮影しておいてください。

　市内の住宅。ただし、マンションなどの集合住宅は自己所有部
分のみが、店舗などの併用住宅は居住部分のみが対象です。事務
所や店舗、賃貸アパートなどは対象外です。

問合せ先

対象住宅

申請要件

▼助成を受けられるのは、同一の住宅、同一の敷地内および同一人に対して
１回限りです。

▼対象となる住宅および土地が共有名義であっても、複数人による申込み
はできません。

▼旧制度の「彦根市緊急経済対策住宅リフォーム促進事業」と「彦根市経済
活性化対策住宅改修等促進事業」を利用した人も、助成を受けられます。

▼個人の施工業者が、自らの住宅の改修等を行う場合は対象になりません。

彦根市役所 地域経済振興課からのお知らせ

「住もうよ！ひこね」 リフォーム事業の募集について「住もうよ！ひこね」 リフォーム事業の募集について「住もうよ！ひこね」 リフォーム事業の募集について

市内に本社がある法人または市内に住所がある個人の施工業者を利用して、住宅の改修などを行う場合に、その経費の一部を助成します。
この制度は、地域経済の活性化、居住環境の向上、定住人口の増加を図ることを目的にしています。

第２回の受付を開始します

　滋賀県では、中小企業で働く皆様のスキルアップを応援して
います。現場の最前線で頑張っておられる皆さんに職場で仕
事を任せられるたくましい社員を目指していただきます。
　今回の研修では、顧客対応のスキルアップを中心に、経験豊
富な専門講師から分かりやすく実践的に身につけていただけ
ます。社員研修にぜひご活用ください。

日本接遇教育協会  理事長　阿部ふみ氏
中小企業で働く社員
（業種を問わず、若手～中堅クラスの方）
25名 程度（応募多数の場合は抽選）
無料
電話/FAXを下記まで
平成29年11月16日（木）
滋賀県
滋賀県立高等技術専門校 草津校舎
Tel.077-564-3296　Fax.077-565-1867

講　　師
対 象  者

定 員
参 加 費
申込方法
締 切
主 催
問 合 せ

平成29年11月29日（水）9：30～ 16：30
長浜バイオ大学ドーム　第１～第３会議室
長浜市田村町1320
自職場の振り返り、接遇の基本、お客様の期待、ビジ
ネス会話の基本、言葉遣い、電話／来客応対、報連
相、苦情･クレームと対応策、ソーシャルスタイルに
基づく対話、アサーティブコミュニケーションなど、
顧客対応で役立つスキルを強化

日 　 時
会 場

講座内容

滋賀県中小企業人材育成促進事業『ビジネスの基本力Ⅱ』研修の開催
「やる気・元気を応援します！」 スキルUPで新戦力！

★申込書はホームページから入手できます。
　http://www.pref.shiga.lg.jp/f/kogisen/
　　　　 #tyusyokigyoujinzaiikusei

掲載情報をご連絡ください。
会員の企業イベントも掲載いた
します。



 サワ

明確なターゲットで注目度アップ！ お問合わせ・お申し込み
TEL.0749-22-4551

有効期限2017年10月15日まで

有効期限2017年10月30日まで 有効期限2017年10月15日まで

有効期限2017年10月15日まで

有効期限2017年10月15日まで

クーポン
広告募集

・一般のクーポン広告掲載料に比べると会員価格でお得です。
・商工会議所会員事業所など約2,000の事業所に配布します。
・折り込みやDMのコスト削減に役立ちます。 ¥14,000-

掲載料金（税込）縦70mm×横90mm

おかげさまで創業より１４０周年を迎えました。
今後とも変わらぬご愛顧をお願いいたします。

彦根市錦町4番23号
tel.0749-22-0063
営業時間11：00〜14：00
　　　 16：00〜20：30（LO）
不定休

御料理 伊勢幾 ●月替わり会席（10品）
　　5,000円～（税･サ別）
●たちばな御膳（ミニ会席）
　　3,500円（税･サ別）
●天ぷら定食
　　1,500円（税別）
●揚げたて
　天ぷらランチコース
　　3,500円（税･サ別）
●揚げたて
　天ぷら夜コース
　　6,000円（税･サ別）

ホテルエスタシオンひこね

ホテルエスタシオンひこね
ご予約時に必ずクーポン利用の旨をお伝えください。
＊日によりご利用できない場合がございます。
  予めご了承くださいませ。軽朝食無料サービス

京滋支社　彦根営業所　〒522-0063 滋賀県彦根市中央町3-8 彦根商工会議所3Ｆ　TEL 0749-26-0977

本
和
蝋
燭
・
御
線
香

御
香
・
近
江
麻
布

彦
根
市
本
町
２
丁
目
１-

３  

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
７-

５
５
０
１

営
業
時
間 

９
時
30
分
〜
17
時
30
分
／
定
休
日 

火
曜
日

ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ナ
ー
の
み 

要
予
約

h
ttp
://w

w
w
.akarikan

.co
.jp

彦
根
の
歴
史
や
地
場
産
品

の
特
徴
を
活
か
し
た
商
品

開
発
を
し
て
い
ま
す
。

1,000円以上お買い上げの方に
高級線香お試しセットプレゼント
お1人様１枚のご利用とさせていただきます。

ラグジュアリーな落ち着いた空間で、世界の銘酒と
カクテル、シガーを楽しめる彦根のホテルバー。
歴史好きのオーナーが創作する彦根ゆかりの武将を
イメージしたオリジナルカクテルは要チェック。
「スタンダードのものではなく自分なりにアレンジ
を加え、より美味しいものを作るように心がけてい
る」とカクテルには自信満々。個室もあり、いろいろ
なニーズに応えてもらえるのも嬉しい。また、滋賀
県では珍しい「シガー」が楽しめるのも、この店なら
では。日常の喧騒を離れ、至福の時間をどうぞ。

彦根市旭町9-14 ホテルサンルート１F
TEL・FAX 0749-22-7071
営業時間 18：00～25：00／日曜定休(10月から無休）

◎Table Carge( 席料）  500円 
Standard Cocktail／スタンダード カクテル  850円～
Draft Beer／樽生ビール（レギュラーグラス）   700円～
Whisky／ウイスキー  800円～

お1人様１枚のご利用とさせていただきます。

ご飲食代5％割引

会席料理（写真はイメージです）

お線香 ３割引
お1人様１枚のご利用と

させていただきます。蠟喜商店和蠟燭

シングル（１名様）6,000円～・セミダブル（２名様）9,000円～
ダブル （２名様）11,000円～・ツイン（２名様）12,000円～
和室（２名様）13,000円～

■別館Ｃａｓａ（ 最大12名様・1日1組様限定）
■別館Sala（ 最大12名様・1日1組様限定）

ＪＲ彦根駅西口より徒歩１分

予約・お問い合わせは
Tel.0749-22-1500
彦根市旭町8-31
www.estacion-hikone.com

＊価格は税別です。シーズンにより変動いたします。

アクセスの良さが魅力です。
大好評!コミックコーナー蔵書3,800冊以上!
お部屋タイプ各種ございます。

有効期限2017年10月15日まで

他券、他サービスとの併用は
ご遠慮ください。

御料理 伊勢幾 ●月替会席をご注文の方には
　１品サービス
●その他お食事の方には
　　　ワンドリンクサービス

●月替会席をご注文の方には１品サービス
●その他お食事の方にはワンドリンクサービス

140周年
キャンペーン

和の灯りで心の安らぎを
仏事はもちろんのこと、暮ら
しの中でお使いいただける和
ろうそくを幅広く取り扱って
おります。伝統工芸品である
和ろうそくや貴重なお香に興
味のある方はぜひお立ち寄り
ください。

彦根市河原３丁目２-２４・Tel.０７４９-２6-2106
営業時間 9：0０～19：0０・無休・来店前要予約

蠟喜商店和蠟燭

洋ローソク・線香・焼香一式

ウェルネス

 サワ
ウェルネス

Viva City 彦根 1F
TEL.0749-27-6137
彦根市竹ヶ鼻町43-2
www.wellness-sawa.com/

第１部　漢方の講師をお招きしての
　　　　の漢方不妊相談
第２部　管理栄養士による、お母さん
　　　　 となる身体に良い生活習慣・
　　　　 食事指導

●店頭でも随時、漢方による子宝相談
　承っております。ご相談者には、純国産
　たんぽぽ茶（7P入）プレゼント！

子宝 漢方講座（参加無料）
10.23.（月）13：00～15：00
Viva City 彦根 研修室-１

参加者には、純国産たんぽぽ茶
（7P入）プレゼント！

子宝漢方講座・店頭子宝相談 要予約

子宝漢方講座・店頭子宝相談の方に
純国産たんぽぽ茶（7P入）プレゼント




